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序章 業務の概要 

１．業務目的 

平成 25 年９月に施行された改正動物愛護管理法において、その目的に人と動物の共生す

る社会の実現が追加されたところである。また、基本指針も改正され、平成 35 年度までに

引取り数を平成 16 年度比 75％減となる概ね 10 万頭を目指すことや殺処分率の更なる減少

を図ること等の新たな目標が設定されたところである。また、平成 26 年 6 月には、犬猫の

不必要な殺処分を無くすことを目指す具体的な対策を盛り込んだ「人と動物が幸せに暮らす

社会の実現プロジェクト」アクションプランを発表したところである。このため、引取り数

や殺処分率の大幅な削減等を図り、人と動物の共生する社会の実現を目指すためには、その

取り組みを大幅に推進していく必要がある。特に、適性飼養や終生飼養等の教育活動の推進、

所有者不明の猫対策、マイクロチップ等所有明示による返還の推進、適性譲渡の推進等が課

題である。また、これらの取り組みを推進するにあたっては、地域毎に課題が様々であるこ

とから、地域の実情に応じたきめ細かい対策が必要である。このため、取引り数や殺処分率

を大幅に削減させるためには、取り組みごとにモデル事業を実施し、対策方法等を実証的に

検証、評価を行うことにより、地域の実情に応じた対策を講じるためのガイドライン等を作

成し、取り組みを全国の自治体に展開させることが必要となっている。 

本事業は、各自治体においてアンケート調査や普及啓発等のモデル事業を実施することに

より、課題を明確化し、今後の具体的な取り組みの検討やガイドライン等作成の基礎情報と

することを目的としている。 

 

 

各自治体におけるモデル事業の実施目的は下記の通りとなっている。 

 

  １）神奈川県 

   マイクロチップ等による所有明示の実施及び所有明示による返還の推進に関し、そ

の実態や課題、関係者の意識等を把握することを目的として所有明示に関するアン

ケート調査を実施する。 

 

  ２）香川県 

   マイクロチップ等による所有明示の実施及び所有明示による返還の推進に関し、そ

の実態や課題、関係者の意識等を把握することを目的として所有明示に関するアン

ケート調査を実施する。 

 

  ３）徳島県 

   民間事業者等との連携によるマイクロチップによる所有明示の実施の推進を実証す

るため、マイクロチップの装着にあたり、マイクロチップ費用を負担するとともに、

装着する飼い主等に対し、マイクロチップ装着に関する課題を把握することを目的と

してアンケート調査を実施する。また、マイクロチップ装着等普及啓発冊子の作成を

行う。 
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２．業務内容 

２－１．所有明示に関するアンケート調査 

 調査対象・方法 

  １）神奈川県 

   ①世帯向け調査 

    ●神奈川県内、５市（横浜市、川崎市、相模原市、横須賀市及び藤沢市）を除く、

「犬飼養者」、「猫飼養者」及び「犬及び猫を非飼養者」各 200 件（計 600 件） 

    ●登録モニターに対する、インターネットによるアンケート調査 

 

   ②ペットショップ等向け調査 

    ●神奈川県内、指定都市（横浜市、川崎市及び相模原市）及び中核市（横須賀市）

を除く、ペットショップ 350 件 

    ●郵送配布・郵送回収 

 

   ③獣医師等向け調査 

    ●神奈川県内、５市（横浜市、川崎市、相模原市、横須賀市及び藤沢市）を除く、

獣医師及び動物病院 255 件 

    ●郵送配布・郵送回収 

 

  ２）香川県 

   ①世帯向け調査 

    ●香川県三豊市民 4,000 件 

    ●郵送配布・郵送回収 

 

   ②ペットショップ等向け調査 

    ●香川県内、中核市（高松市）を除く、ペットショップ 161 件 

    ●郵送配布・郵送回収 

 

   ③獣医師等向け調査 

    ●公益社団法人香川県獣医師会に所属している獣医師及び動物病院 66 件 

    ●郵送配布・郵送回収 
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 調査期間 

  １）神奈川県 

   ①世帯向け調査 

    ●平成 27 年２月 10 日（火）～平成 27 年２月 24 日（火） 

   ②ペットショップ等向け調査 

   ③獣医師等向け調査 

    ●平成 27 年２月４日（水）～平成 27 年２月 18 日（水） 

 

  ２）香川県 

   ①世帯向け調査 

    ●平成 27 年２月９日（月）～平成 27 年２月 27 日（金） 

   ②ペットショップ等向け調査 

   ③獣医師等向け調査 

    ●平成 27 年２月４日（水）～平成 27 年２月 18 日（水） 

 

 回収状況 

  １）神奈川県 

①世帯向け調査 回答数 

  犬及び猫を飼っている 33 件

  犬のみを飼っている 219 件

  猫のみを飼っている 167 件

  飼っていない 200 件

    合 計 619 件

 

 配布数 回収数 回収率 

②ペットショップ等向け調査 350 件 80 件 22.9％ 

③獣医師等向け調査 255 件 124 件 48.6％ 

 

  ２）香川県 

 配布数 回収数 回収率 

①世帯向け調査 4,000 件 1,400 件 35.0％ 

②ペットショップ等向け調査 161 件 47 件 29.2％ 

③獣医師等向け調査 66 件 43 件 65.2％ 
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２－２．マイクロチップによる所有明示実施の実証実験 

 マイクロチップの装着及びアンケート調査 

徳島県に協力する県内の動物病院や動物取扱業者（協力民間事業者）が、犬猫 500 匹程

度に、マイクロチップの装着を行うことから、その装着にあたり、マイクロチップ費用を

負担するとともに、装着する飼い主等に対し、マイクロチップ装着に関する課題を把握す

るためのアンケート調査を実施した。 

 

（１）マイクロチップの購入・納品 

    動物用個体識別マイクロチップシステムアイディールイージーインプランター

（ＥＯＧ滅菌済）15 桁を 500 個購入し、徳島県に納品した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査対象・調査方法 

    ●県に協力する県内の動物病院や動物取扱業者（協力民間事業者）において、犬

及び猫にマイクロチップを装着する飼い主等に配布・郵送回収 

 

（３）回収状況 

納 品 数 回 収 数 

500 件 23 件 

 

 普及啓発冊子の作成 

徳島県と調整し、マイクロチップ装着等啓発冊子を 5,000 部作成し、徳島県に納品した。 

 

 

アンケート調査結果を見る際の注意事項 

○調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第２位を四捨五入し、小

数点第１位まで表示している。したがって、合計が 100％にならない場合がある。 

○複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常 100％を超える。 

○図表中の「ｎ」とは、その設問への回答者数を表す。 

○回答者数が少ない設問は、コメントを掲載していない。 

○選択肢の語句が長い場合、本文や表・グラフ中では省略した表現を用いている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 所有明示に関するアンケート調査 
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第１章 所有明示に関するアンケート調査結果 

 第１節 神奈川県 世帯向け調査 

１．回答者の属性 

①性別 

ＳＣ１．あなたの性別をお知らせください。（１つ選択） 

 

図表１－１－１ 性別 

 

 

 

 

男性
54.9%

女性
45.1%

n = 619
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②年齢 

ＳＣ２．あなたのご年齢をお知らせください。（数値記入） 

 

図表１－１－２ 年齢 
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③住居形態 

ＳＣ３．あなたの住居形態をお知らせください。（１つ選択） 

 

図表１－１－３ 住居形態 
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④地域 

Ｆ１．あなたがお住まいの地域をお知らせください。（１つ選択） 

 

図表１－１－４ 地域 
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⑤犬・猫を飼っているか 

Ｆ２．あなたは犬・猫を飼っていますか。（複数選択可） 

 

図表１－１－５ 犬・猫を飼っているか 

※犬を飼っている（計）＝「犬のみを飼っている」＋「犬も猫も飼っている」 

※猫を飼っている（計）＝「猫のみを飼っている」＋「犬も猫も飼っている」 
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２．マイクロチップの認知及び所有明示の実施 

①マイクロチップの認知度 

Ｑ１．マイクロチップを知っていますか。（１つ選択） 

  （n=619）

1. はい  72.5％

2. いいえ  27.5 

 

図表１－２－１ マイクロチップの認知度 

 

 

 マイクロチップの認知度は、「はい」が 72.5％となっている。 

 

 

はい
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いいえ
27.5%

n = 619
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②飼っている犬への装着物 

【Ｆ２．で、「犬を飼っている」と回答】 

Ｑ２．あなたの飼っている犬に、飼い主が誰であるかわかるように装着しているものを教えて 

   ください。（それぞれ複数選択可） 

  （n=344）

1. 鑑札  31.4％

2. 注射済票  19.5 

3. 迷子札  18.0 

4. マイクロチップ  16.6 

5. その他  1.7 

6. 装着しているものはない  48.5 

 

図表１－２－２ 飼っている犬への装着物 

 

 犬を飼っている方に最大５頭目まで伺ったところ、合計 344 頭分の回答が得られた。 

 飼っている犬への装着物は、「鑑札」が 31.4％で最も高くなっている。以下、「注射済票」が

19.5％、「迷子札」18.0％、「マイクロチップ」が 16.6％となっている。一方、「装着しているも

のはない」が 48.5％となっている。 

31.4 
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18.0 

16.6 

1.7 

48.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

鑑札

注射済票

迷子札
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③飼っている猫への装着物 

【Ｆ２．で、「猫を飼っている」と回答】 

Ｑ２．あなたの飼っている猫に、飼い主が誰であるかわかるように装着しているものを教えて 

   ください。（それぞれ複数選択可） 

  （n=367）

1. 鑑札  3.8％

2. 注射済票  1.9 

3. 迷子札  16.3 

4. マイクロチップ  6.0 

5. その他  5.7 

6. 装着しているものはない  71.4 

 

図表１－２－３ 飼っている猫への装着物 

 

 猫を飼っている方に最大５匹目まで伺ったところ、合計 367 匹分の回答が得られた。 

 飼っている猫への装着物は、「迷子札」が 16.3％、「マイクロチップ」が 6.0％となっている。

一方、「装着しているものはない」が 71.4％となっている。 
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④マイクロチップを装着している理由 

【Ｑ２．で、いずれかの犬又は猫に「マイクロチップ」を装着していると回答】 

Ｑ３．マイクロチップを装着している理由を教えてください。（複数選択可） 

  （n=59）

1. 動物病院で勧められた  23.7％

2. 装着費用が安い  1.7 

3. 購入した又は引き取った際、既に装着されていた 61.0 

4. 飼い主の責任がはっきりする 22.0 

5. 迷子時に飼い主の発見に役立つ 33.9 

6. 盗難にあったときに飼い主の証明になる 22.0 

7. 迷子札のように脱落しないから 16.9 

8. その他  5.1 

 

図表１－２－４ マイクロチップを装着している理由 

 

 マイクロチップを装着している理由としては、「購入した又は引き取った際、既に装着されてい

た」が 61.0％で最も高くなっている。以下、「迷子時に飼い主の発見に役立つ」が 33.9％となっ

ている。 
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⑤ＡＩＰＯへの登録 

【Ｑ２．で、いずれかの犬又は猫に「マイクロチップ」を装着していると回答】 

Ｑ４．マイクロチップの番号や飼い主の連絡先をＡＩＰＯに登録していますか。（複数選択可） 

  （n=59）

1. マイクロチップ番号や連絡先などをＡＩＰＯに登録している 47.5％

2. マイクロチップ番号や連絡先などをＡＩＰＯ以外に登録している 1.7 

3. どこにも登録していない 5.1 

4. 登録しているかどうか分からない 45.8 

 

図表１－２－５ ＡＩＰＯへの登録 

 

 ＡＩＰＯへの登録は、「マイクロチップ番号や連絡先などをＡＩＰＯに登録している」が

47.5％となっている。一方、「登録しているかどうか分からない」が 45.8％となっている。また、

「マイクロチップ番号や連絡先などをＡＩＰＯ以外に登録している」登録先としては、「保健所」

が挙げられている。 
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⑥マイクロチップを装着していない理由 

【Ｑ２．で、いずれの犬又は猫に「マイクロチップ」を装着していないと回答】 

Ｑ５．マイクロチップを装着していない理由を教えてください。（複数選択可） 

  （n=360）

1. メリットがない  8.9％

2. 痛そうでかわいそう  29.7 

3. 面倒 5.6 

4. 費用が高い 30.8 

5. 鑑札や迷子札で十分だから 8.6 

6. 室内で飼育し迷子になることがないから 34.4 

7. 健康に悪そうだから 10.6 

8. その他 3.6 

9. 特に理由はない 14.2 

10. マイクロチップを知らなかった 9.4 

 

図表１－２－６ マイクロチップを装着していない理由 

 

 マイクロチップを装着していない理由としては、「室内で飼育し迷子になることがないから」が

34.4％で最も高く、次いで「費用が高い」が 30.8％、「痛そうでかわいそう」が 29.7％となって

いる。また、「その他」の内容は「犬（猫）が高齢なため」などが挙げられている。 
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⑦マイクロチップ装着を推進するために必要なこと 

【Ｑ２．で、いずれの犬又は猫に「マイクロチップ」を装着していないと回答】 

Ｑ６．今後、神奈川県ではマイクロチップ装着を推進したいと考えています。 

   マイクロチップ装着を推進するために必要なことは何だと思いますか。（複数選択可） 

  （n=360）

1. マイクロチップの利点に関する普及啓発・ＰＲ 55.8％

2. マイクロチップの装着等に対する補助 65.0 

3. マイクロチップの小型化 47.2 

4. マイクロチップの義務化 24.7 

5. その他 4.4 

 

図表１－２－７ マイクロチップ装着を推進するために必要なこと 

 

 マイクロチップ装着を推進するために必要なことは、「マイクロチップの装着等に対する補助」

が 65.0％で最も高く、次いで「マイクロチップの利点に関する普及啓発・ＰＲ」が 55.8％となっ

ている。また、「その他」の内容は「安全性の証明」などが挙げられている。 
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⑧年１回以上、ペットを連れて行く、相談をする場所 

【Ｆ２．で、「犬を飼っている」又は「猫を飼っている」と回答】 

Ｑ７．年１回以上、ペットを連れて行く、もしくはペットに関する相談をする場所があったら 

   教えてください。（複数選択可） 

  （n=419）

1. 動物病院 79.0％

2. ペットショップ 16.9 

3. 市町村役場 3.1 

4. 友人、ペット仲間等 18.1 

5. その他 1.0 

6. 特にない 16.5 

 

図表１－２－８ 年１回以上、ペットを連れて行く、相談をする場所 

 

 １回以上、ペットを連れて行く、相談をする場所は、「動物病院」が 79.0％で最も高くなって

いる。以下、「友人、ペット仲間等」が 18.1％、「ペットショップ」が 16.9％となっている。 
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３．飼っている猫について 

①飼っている猫の匹数 

【Ｆ２．で、「猫を飼っている」と回答】 

Ｑ８．あなたが飼っている猫は雄と雌、何匹ですか。（それぞれ数値記入） 

  （n=200）

 ［ 雄 ］ ［ 雌 ］ 

1. ０匹 39.5％ 1. ０匹 38.0％

2. １匹 45.0 2. １匹 40.5 

3. ２匹 6.5 3. ２匹 13.0 

4. ３匹 3.0 4. ３匹 2.5 

5. ４匹 3.0 5. ４匹 2.0 

6. ５匹以上 3.0 6. ５匹以上 4.0 

 

図表１－３－１ 飼っている猫の匹数 

 

 飼っている［雄］猫の匹数は、「１匹」が 45.0％となっている。一方、［雌］猫の匹数は、「１

匹」が 40.5％、「２匹」が 13.0％となっている。 

 平均匹数は、［雄］猫が 0.97 匹、［雌］猫が 1.08 匹となっている。 
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②飼っている猫を屋内飼養しているか 

【Ｆ２．で、「猫を飼っている」と回答】 

Ｑ９．飼っている全ての猫を屋内飼養（外へ出さず、屋内で飼うこと）していますか。 

   飼っている猫の一部を屋内飼養しているときは、「いいえ」を選択し、屋内飼養していない

   数を記入してください。（１つ選択） 

  （n=200）

1. はい  82.0％

2. いいえ  18.0 

 

図表１－３－２ 飼っている猫を屋内飼養しているか 

 

 

 飼っている猫を屋内飼養しているか、「はい（屋内飼育している）」が 82.0％となっている。 
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③屋内飼養していない猫の匹数 

【Ｑ９．で、「いいえ（屋内飼養していない）」と回答】 

Ｑ９．屋内飼養していない猫の匹数を記入してください。（それぞれ数値記入） 

  （n=36）

 ［ 雄 ］ ［ 雌 ］ 

1. ０匹 36.1％ 1. ０匹 50.0％

2. １匹 50.0 2. １匹 33.3 

3. ２匹 5.6 3. ２匹 8.3 

4. ３匹 2.8 4. ３匹 5.6 

5. ４匹 5.6 5. ４匹 2.8 

6. ５匹以上 - 6. ５匹以上 - 

 

図表１－３－３ 屋内飼養していない猫の匹数 

 

 屋内飼養していない［雄］猫の匹数は、「１匹」が 50.0％となっている。一方、［雌］猫の匹数

は、「１匹」が 33.3％となっている。 

 平均匹数は、［雄］猫が 0.92 匹、［雌］猫が 0.78 匹となっている。 
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④猫の屋内飼養をしている理由 

【Ｑ９．で、「はい（屋内飼養している）」と回答】 

Ｑ９－１．猫の屋内飼養をしている理由を教えてください。（複数選択可） 

  （n=164）

1. 病気、感染症予防  71.3％

2. 交通事故予防  74.4 

3. 迷子予防  68.3 

4. 近隣への迷惑防止  56.7 

5. 思いがけない繁殖の防止  13.4 

6. その他  8.5 

7. 特に理由はない  7.9 

 

図表１－３－４ 猫の屋内飼養をしている理由 

 

 猫の屋内飼養をしている理由としては、「交通事故予防」が 74.4％で最も高く、次いで「病

気、感染症予防」が 71.3％、「迷子予防」が 68.3％、「近隣への迷惑防止」が 56.7％と続いてい

る。 
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⑤猫の屋内飼養をしていない理由 

【Ｑ９．で、「いいえ（屋内飼養していない）」と回答】 

Ｑ９－２．猫の屋内飼養をしていない理由を教えてください。（複数選択可） 

  （n=36）

1. メリットについて知らなかった 2.8％

2. メリットがない  2.8 

3. 猫がかわいそう、猫が外に出たがる 75.0 

4. その他  11.1 

5. 特に理由はない  16.7 

 

図表１－３－５ 猫の屋内飼養をしていない理由 

 

 猫の屋内飼養をしていない理由としては、「猫がかわいそう、猫が外に出たがる」が 75.0％と

なっている。 
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⑥飼っている猫に避妊・去勢手術をしているか 

【Ｆ２．で、「猫を飼っている」と回答】 

Ｑ９．飼っている全ての猫を屋内飼養（外へ出さず、屋内で飼うこと）していますか。 

   飼っている猫の一部を屋内飼養しているときは、「いいえ」を選択し、屋内飼養していない

   数を記入してください。（１つ選択） 

  （n=200）

1. はい  84.5％

2. いいえ  15.5 

 

図表１－３－６ 飼っている猫に避妊・去勢手術をしているか 

 

 

 飼っている猫に避妊・去勢手術をしているか、「はい（避妊・去勢手術をしている）」が 84.5％

となっている。 
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⑦避妊・去勢手術をしていない猫の匹数 

【Ｑ９．で、「いいえ（屋内飼養していない）」と回答】 

Ｑ９．屋内飼養していない猫の匹数を記入してください。（それぞれ数値記入） 

  （n=31）

 ［ 雄 ］ ［ 雌 ］ 

1. ０匹 61.3％ 1. ０匹 29.0％

2. １匹 35.5 2. １匹 51.6 

3. ２匹 3.2 3. ２匹 19.4 

4. ３匹 - 4. ３匹 - 

5. ４匹 - 5. ４匹 - 

6. ５匹以上 - 6. ５匹以上 - 

 

図表１－３－７ 避妊・去勢手術していない猫の匹数 

 

 避妊・去勢手術していない［雄］猫の匹数は、「１匹」が 35.5％となっている。一方、［雌］猫

の匹数は、「１匹」が 51.6％となっている。 

 平均匹数は、［雄］猫が 0.42 匹、［雌］猫が 0.90 匹となっている。 
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⑧猫に避妊・去勢手術をしている理由 

【Ｑ10．で、「はい（避妊・去勢手術している）」と回答】 

Ｑ10－１．猫の避妊・去勢手術をしている理由を教えてください。（複数選択可） 

  （n=169）

1. 繁殖防止  81.1％

2. 病気予防  38.5 

3. 飼いやすくするため  45.0 

4. その他  5.3 

5. 特に理由はない  4.7 

 

図表１－３－８ 猫に避妊・去勢手術をしている理由 

 

 猫に避妊・去勢手術をしている理由としては、「繁殖防止」が 81.1％で最も高くなっている。

以下、「飼いやすくするため」が 45.0％、「病気予防」が 38.5％と続いている。 
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⑨猫に避妊・去勢手術をしていない理由 

【Ｑ10．で、「いいえ（避妊・去勢手術していない）」と回答】 

Ｑ９－２．猫の屋内飼養をしていない理由を教えてください。（複数選択可） 

  （n=31）

1. メリットについて知らなかった 6.5％

2. メリットがない  3.2 

3. 費用が高い 29.0 

4. 面倒 9.7 

5. 猫がかわいそう 29.0 

6. その他  16.1 

7. 特に理由はない  29.0 

 

図表１－３－９ 猫に避妊・去勢手術をしていない理由 

 

 猫に避妊・去勢手術をしていない理由としては、「費用が高い」及び「猫がかわいそう」が共に

29.0％となっている。一方、「特に理由はない」が 29.0％となっている。 
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４．野良猫について 

①野良猫について、困った経験の有無 

Ｑ11．野良猫について、困った経験はありますか。（１つ選択） 

  （n=619）

1. ある  46.0％

2. ない  54.0 

 

図表１－４－１ 野良猫について、困った経験の有無 

 

 

 野良猫について、困った経験の有無は、「ある」が 46.0％、「ない」が 54.0％となっている。 
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②野良猫について、困った経験の具体的な内容 

【Ｑ11．で、「ある」と回答】 

Ｑ12．野良猫について、困った経験の具体的な内容を教えてください。（複数選択可） 

  （n=285）

1. 糞尿の臭い  67.4％

2. 鳴き声（さかり、喧嘩など）  65.3 

3. 庭等が荒らされた  54.4 

4. その他  10.5 

 

図表１－４－２ 野良猫について、困った経験の具体的な内容 

 

 野良猫について、困った経験の具体的な内容は、「糞尿の臭い」が 67.4％で最も高く、次いで

「鳴き声（さかり、喧嘩など）」が 65.3％、「庭等が荒らされた」が 54.4％となっている。 
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③野良猫の「糞尿の臭い」への対策 

【Ｑ11．で、「ある」と回答】 

Ｑ12－１－１．野良猫の「糞尿の臭い」への対策を教えてください。（複数選択可） 

  （n=192）

1. 自分で対応した 63.0％

2. 動物愛護推進員に相談した 0.5 

3. 自治会に相談した 5.2 

4. 市町村役場に相談した 1.6 

5. 近くの保健福祉事務所に相談した 1.6 

6. 警察に相談した - 

7. その他 3.6 

8. 我慢した（何もしなかった） 32.8 

 

図表１－４－３ 野良猫の「糞尿の臭い」への対策 

 

 野良猫の「糞尿の臭い」への対策は、「自分で対応した」が 63.0％となっている。一方、「我慢

した（何もしなかった）」が 32.8％となっている。 
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④野良猫の「糞尿の臭い」への対策した結果 

【Ｑ12－１－１．で、「我慢した（何もしなかった）」以外を回答】 

Ｑ12－１－２．野良猫の「糞尿の臭い」への対策した結果、改善しましたか。（１つ選択） 

  （n=129）

1. 改善した 21.7％

2. 一部改善した 42.6 

3. 改善しなかった 35.7 

 

図表１－４－４ 野良猫の「糞尿の臭い」への対策した結果 

 

 

 野良猫の「糞尿の臭い」への対策した結果は、「改善した」が 21.7％、「一部改善した」が

42.6％となっている。一方、「改善しなかった」が 35.7％となっている。 
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⑤野良猫の「鳴き声（さかり、喧嘩など）」への対策 

【Ｑ11．で、「ある」と回答】 

Ｑ12－２－１．野良猫の「鳴き声（さかり、喧嘩など）」への対策を教えてください。 

       （複数選択可） 

  （n=186）

1. 自分で対応した 24.2％

2. 動物愛護推進員に相談した 1.6 

3. 自治会に相談した 3.2 

4. 市町村役場に相談した 0.5 

5. 近くの保健福祉事務所に相談した - 

6. 警察に相談した - 

7. その他 - 

8. 我慢した（何もしなかった） 72.0 

 

図表１－４－５ 野良猫の「鳴き声（さかり、喧嘩など）」への対策 

 

 野良猫の「鳴き声（さかり、喧嘩など）」への対策は、「我慢した（何もしなかった）」が

72.0％となっている。 
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⑥野良猫の「鳴き声（さかり、喧嘩など）」への対策した結果 

【Ｑ12－２－１．で、「我慢した（何もしなかった）」以外を回答】 

Ｑ12－２－２．野良猫の「鳴き声（さかり、喧嘩など）」への対策した結果、改善しましたか。

（１つ選択） 

  （n=52）

1. 改善した 21.2％

2. 一部改善した 46.2 

3. 改善しなかった 32.7 

 

図表１－４－６野良猫の「鳴き声（さかり、喧嘩など）」への対策した結果 

 

 

 野良猫の「鳴き声（さかり、喧嘩など）」への対策した結果は、「改善した」が 21.2％、「一部

改善した」が 46.2％となっている。一方、「改善しなかった」が 32.7％となっている。 
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⑦野良猫の「庭等が荒らされた」への対策 

【Ｑ11．で、「ある」と回答】 

Ｑ12－３－１．野良猫の「庭等が荒らされた」への対策を教えてください。（複数選択可） 

  （n=155）

1. 自分で対応した 65.8％

2. 動物愛護推進員に相談した - 

3. 自治会に相談した 2.6 

4. 市町村役場に相談した 1.9 

5. 近くの保健福祉事務所に相談した 0.6 

6. 警察に相談した - 

7. その他 3.2 

8. 我慢した（何もしなかった） 31.6 

 

図表１－４－７ 野良猫の「庭等が荒らされた」への対策 

 

 野良猫の「庭等が荒らされた」への対策は、「自分で対応した」が 65.8％となっている。 
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⑧野良猫の「庭等が荒らされた」への対策した結果 

【Ｑ12－３－２．で、「我慢した（何もしなかった）」以外を回答】 

Ｑ12－２－１．野良猫の「庭等が荒らされた」への対策した結果、改善しましたか。（１つ選択）

  （n=106）

1. 改善した 19.8％

2. 一部改善した 50.9 

3. 改善しなかった 29.2 

 

図表１－４－８ 野良猫の「庭等が荒らされた」への対策した結果 

 

 

 野良猫の「庭等が荒らされた」への対策した結果は、「改善した」が 19.8％、「一部改善した」

が 50.9％となっている。一方、「改善しなかった」が 29.2％となっている。 
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⑨野良猫の「その他」の困った経験への対策 

【Ｑ11．で、「ある」と回答】 

Ｑ12－４－１．野良猫の「その他」への対策を教えてください。（複数選択可） 

  （n=30）

1. 自分で対応した 60.0％

2. 動物愛護推進員に相談した 3.3 

3. 自治会に相談した 3.3 

4. 市町村役場に相談した 6.7 

5. 近くの保健福祉事務所に相談した - 

6. 警察に相談した - 

7. その他 16.7 

8. 我慢した（何もしなかった） 26.7 

 

図表１－４－９ 野良猫の「その他」の困った経験への対策 

 

 野良猫の「その他」の困った経験への対策は、「自分で対応した」が 60.0％となっている。 
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⑩野良猫の「その他」の困った経験への対策した結果 

【Ｑ12－４－２．で、「我慢した（何もしなかった）」以外を回答】 

Ｑ12－２－４．野良猫の「その他」への対策した結果、改善しましたか。（１つ選択） 

  （n=22）

1. 改善した 31.8％

2. 一部改善した 36.4 

3. 改善しなかった 31.8 

 

図表１－４－10 野良猫の「その他」の困った経験への対策した結果 

 

 

 野良猫の「その他」の困った経験への対策した結果は、「改善した」が 31.8％、「一部改善し

た」が 36.4％となっている。一方、「改善しなかった」が 31.8％となっている。 
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５．地域猫活動について 

①猫が好きか 

Ｑ13．あなたは猫が好きですか。（１つ選択） 

  （n=619）

1. はい  52.7％

2. どちらともいえない  27.1 

3. いいえ  20.2 

 

図表１－５－１ 猫が好きか 

 

 

 猫が好きか、「はい」が 52.7％、「いいえ」が 20.2％となっている。 
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②地域猫活動を知っているか 

Ｑ14．地域猫活動について知っていますか。（１つ選択） 

  （n=619）

1. はい 20.4％

2. いいえ 79.6 

 

図表１－５－２ 地域猫活動を知っているか 

 

 

 地域猫活動を知っているか、「いいえ」が 79.6％となっている。 
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③地域猫活動の実施 

Ｑ15．あなたのお住まいの地域で地域猫活動が実施されていますか。（１つ選択） 

  （n=619）

1. 実施されている 4.2％

2. 実施されていない 31.2 

3. 知らない 64.6 

 

図表１－５－３ 地域猫活動の実施 

 

 

 地域猫活動の実施は、「実施されていない」が 31.2％、「知らない」が 64.6％となっている。 
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④地域猫活動への参加 

Ｑ16．地域猫活動をお住まいの地域で実施することが提案された・決まった場合、 

   参加しますか。（１つ選択） 

  （n=619）

1. 既に参加している 1.0％

2. 参加したい 36.3 

3. 参加しない 62.7 

 

図表１－５－４ 地域猫活動への参加 

 

 

 地域猫活動への参加は、「参加したい」が 36.3％、「参加しない」が 62.7％となっている。 
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⑤地域猫活動を行う上で困っていること 

【Ｑ16．で、「既に参加している」と回答】 

Ｑ16－１．地域猫活動を行う上で困っていることは何ですか。（複数選択可） 

  （n=6）

1. 自治会活動が活発でない、地域としての活動になっていない 50.0％

2. 会員同士の付き合いが疎遠である 16.7 

3. 地域の理解が得られない、反対者がいる 16.7 

4. 資金が足りない 33.3 

5. その他 - 

6. 特にない 33.3 

 

図表１－５－５ 地域猫活動を行う上で困っていること 
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⑥地域猫活動に参加できそうな内容 

【Ｑ16．で、「実施されていない」と回答】 

Ｑ16－２．地域猫活動に参加できそうな内容を教えてください。（複数選択可） 

  （n=225）

1. 資金の負担 28.4％

2. 避妊・去勢手術のための動物病院への搬送 29.3 

3. 避妊・去勢手術のための捕獲 27.6 

4. 活動に伴うエサやり 60.9 

5. フンの片付けや周辺の清掃 55.6 

6. 地域住民への説明 13.8 

7. その他 1.8 

 

図表１－５－６ 地域猫活動に参加できそうな内容 

 

 地域猫活動に参加できそうな内容は、「活動に伴うエサやり」が 60.9％で最も高く、次いで

「フンの片付けや周辺の清掃」が 55.6％となっている。 
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⑦地域猫活動に参加しない理由 

【Ｑ16．で、「参加しない」と回答】 

Ｑ16－３．地域猫活動に参加しない理由を教えてください。（複数選択可） 

  （n=388）

1. 負担が大きい 28.9％

2. 地域猫活動は必要がない 5.9 

3. 地域猫活動に反対 4.4 

4. 興味がない 40.7 

5. 猫が嫌い 18.3 

6. トラブルが心配 19.6 

7. 関係者等の責任で行うべき 20.4 

8. その他 4.1 

 

図表１－５－７ 地域猫活動に参加しない理由 

 

 地域猫活動に参加しない理由としては、「興味がない」が 40.7％で最も高くなっている。以下、

「負担が大きい」が 28.9％、「関係者等の責任で行うべき」が 20.4％となっている。また、「その

他」の内容は「猫アレルギーがある為」及び「休みが不定期」などが挙げられている。 
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 第２節 神奈川県 ペットショップ向け調査 

１．回答者の属性 

①地域 

問１．貴店の所在地（市町村まで）を教えてください。 

 

図表２－１－１ 地域 
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②取り扱っている動物 

問２．貴店で取り扱っている動物を教えてください。（○はいくつでも） 

 

図表２－１－２ 取り扱っている動物 
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③主な販売先 

問３．主な販売先を教えてください。（○は１つ） 

 

図表２－１－３ 主な販売先 
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２．マイクロチップについて 

①マイクロチップの装着を行っているか 

問４．貴店では、販売する動物に事前にマイクロチップの装着を行っていますか。（○は１つ） 

  （n=80）

1. はい  18.8％

2. いいえ  80.0 

 無回答  1.3 

 

図表２－２－１ マイクロチップの装着を行っているか 

 

 

 マイクロチップの装着を行っているか、「いいえ」が 80.0％となっている。 
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②装着を行っている動物の種類 

【問４で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問４－１．マイクロチップの装着を行っている動物の種類を教えてください。（○はいくつでも）

  （n=15）

1. 犬  93.3％

2. 猫  60.0 

3. 犬猫以外のほ乳類  - 

4. 鳥類  - 

5. は虫類  - 

6. 両生類  - 

7. 魚類  - 

8. その他  - 

 無回答  6.7 

 

図表２－２－２ 装着を行っている動物の種類 

 

 装着を行っている動物の種類は、「犬」が 93.3％、「猫」が 60.0％となっている。 
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③装着している動物を販売している理由 

【問４で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問４－２．マイクロチップを装着している動物を販売している理由を教えてください。 

     （○はいくつでも） 

  （n=15）

1. 法律等により飼い主は所有明示を行う責務があるため 40.0％

2. マイクロチップを装着した動物を販売することにより、店の信用が得られるため 13.3 

3. その他  60.0 

 無回答  20.0 

 

図表２－２－３ 装着している動物を販売している理由 

 

 装着している動物を販売している理由としては、「その他」が 60.0％となっており、その内容

は「飼育者のモラル向上、万が一の逃走などの予防措置」及び「災害時等飼い主と再会しやすい

メリットがある為」などが挙げられている。また、「法律等により飼い主は所有明示を行う責務が

あるため」が 40.0％となっている。 
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④装着方法 

【問４で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問４－３．マイクロチップの装着はどのように行っていますか。（○はいくつでも） 

  （n=15）

1. 装着済みの動物を入荷している 6.7％

2. 動物病院で装着している 40.0 

3. 雇用している獣医師により装着している 40.0 

4. その他  13.3 

 無回答  - 

 

図表２－２－４ 装着方法 

 

 装着方法は、「動物病院で装着している」及び「雇用している獣医師により装着している」が共

に 40.0％となっている。また、「その他」の内容は「マイクロチップ装着キャンペーン会場で装

着（ドッグショー会場内）」及び「併設の動物病院で装着している」などが挙げられている。 
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⑤店内でポスターやリーフレットによる周知しているか 

問５．マイクロチップについて、店内でポスターやリーフレットにて周知していますか。 

   （○は１つ） 

  （n=80）

1. はい  16.3％

2. いいえ  78.8 

 無回答  5.0 

 

図表２－２－５ 店内でポスターやリーフレットによる周知しているか 

 

 

 店内でポスターやリーフレットによる周知しているか、「いいえ」が 78.8％となっている。 
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⑥店内でポスターやリーフレットによる周知をしていない理由 

【問５で、「２．いいえ」と答えた方におたずねします。】 

問５－１．店内でポスターやリーフレットにて周知していない理由を教えてください。 

     （○はいくつでも） 

  （n=63）

1. 周知するメリットがない  23.8％

2. 面倒だから  1.6 

3. その他  81.0 

 無回答  - 

 

図表２－２－６ 店内でポスターやリーフレットによる周知をしていない理由 

 

 店内でポスターやリーフレットによる周知をしていない理由としては、「その他」が 81.0％と

なっており、その内容は「ポスターやリーフレットがない」及び「店舗ではない」などが挙げら

れている。 
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⑦登録方法 

問６．マイクロチップの登録はどのように行っていますか。（○は１つ） 

  （n=80）

1. 貴店で登録を代行している 16.3％

2. 飼い主に登録をするよう伝えている 22.5 

3. その他 28.8 

 無回答  32.5 

 

図表２－２－７ 登録方法 

 

 

 登録方法は、「飼い主に登録をするよう伝えている」が 22.5％、「貴店で登録を代行している」

が 16.3％となっている。また、「その他」の内容は「必要に応じて、自社であったり先方にお願

いしたり」及び「任意での登録をすすめている」などが挙げられている。 
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⑧登録代行する場合、登録先 

【問６で、「１．貴店で登録を代行している」と答えた方におたずねします。】 

問６－１．マイクロチップについて、貴店で登録を代行する場合、登録先はどこですか。 

     （○は１つ） 

  （n=13）

1. ＡＩＰＯ  84.6％

2. その他  7.7 

 無回答  7.7 

 

図表２－２－８ 登録代行する場合、登録先 

 

 

 登録代行する場合、登録先は、「ＡＩＰＯ」が 84.6％となっている。また、「その他」の内容は

「ＪＫＣ」が挙げられている。 

 

 

 

 

ＡＩＰＯ

84.6%

その他
7.7%

無回答
7.7%

n = 13
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⑨リーダーの配備をしているか 

問７．貴店では、マイクロチップリーダーを配備していますか。（○は１つ） 

  （n=80）

1. はい  15.0％

2. いいえ  70.0 

 無回答  15.0 

 

図表２－２－９ リーダーの配備をしているか 

 

 

 リーダーの配備をしているか、「いいえ」が 70.0％となっている。 

 

 

 

はい
15.0%

いいえ
70.0%

無回答

15.0%

n = 80
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⑩動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力 

【問７で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問７－１．第三者が動物を保護した時に、貴店のマイクロチップリーダーによりデータを 

     読み取ることについて、ご協力いただけますか。（○は１つ） 

  （n=12）

1. はい  100.0％

2. いいえ  - 

 無回答  - 

 

図表２－２－10 動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力 

 

 

 動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力については、「はい」が 100.0％と

なっている。 

 

 

 

はい
100.0%

いいえ
0.0%

無回答
0.0%

n = 12
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⑪リーダー設置店としての公表 

【問７－１で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問７－１－１．貴店をマイクロチップリーダーを設置している店として公表し、所有者不明の 

       動物に対する読み取りにご協力いただけますか。（○は１つ） 

  （n=12）

1. はい  75.0％

2. いいえ  25.0 

 無回答  - 

 

図表２－２－11 リーダー設置店としての公表 

 

 

 リーダー設置店としての公表は、「はい」が 75.0％となっている。 

 

 

 

 

はい
75.0%

いいえ
25.0%

無回答
0.0%

n = 12



62 

⑫装着の利点 

問８．装着の利点は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

  （n=80）

1. 一度、装着すれば生涯利用できる 56.3％

2. 自然に脱落しない  46.3 

3. 動物への負担が比較的少ない 33.8 

4. 費用が安い  5.0 

5. その他  31.3 

 無回答  10.0 

 

図表２－２－12 装着の利点 

 

 装着の利点は、「一度、装着すれば生涯利用できる」が 56.3％で最も高くなっている。以下、

「自然に脱落しない」が 46.3％、「動物への負担が比較的少ない」が 33.8％となっている。また、

「その他」が 31.3％となっており、その内容は「災害時に迷子になった時などの保護に役立つ

為」及び「災害、盗難にあっても飼い主のもとに戻ってくる可能性が高くなる」などが挙げられ

ている。 

 

56.3 

46.3 

33.8 

5.0 

31.3 

10.0 

0% 20% 40% 60%

一度、装着すれば

生涯利用できる

自然に脱落しない

動物への負担が

比較的少ない

費用が安い

その他

無回答
( n = 80 )
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⑬装着の問題点 

問９．装着の問題点は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

  （n=80）

1. 読取りにマイクロチップリーダーが必要 55.0％

2. 飼い主情報の管理が一元化されていない 38.8 

3. 装着されているか外見からは分からない 40.0 

4. 体内に異物を埋め込むことについて飼い主の理解が得づらい 38.8 

5. 費用が高い 28.8 

6. その他  12.5 

 無回答  8.8 

 

図表２－２－13 装着の問題点 

 

 装着の問題点は、「読取りにマイクロチップリーダーが必要」が 55.0％で最も高くなってい

る。以下、「装着されているか外見からは分からない」が 40.0％、「飼い主情報の管理が一元化さ

れていない」及び「体内に異物を埋め込むことについて飼い主の理解が得づらい」が 38.8％と

なっている。また、「その他」の内容は「子犬によっては装着後移動するため」及び「複数メー

カーがあり、それぞれにリーダーが必要の為」などが挙げられている。 

55.0 

40.0 

38.8 

38.8 

28.8 

12.5 

8.8 

0% 20% 40% 60%

読取りにマイクロチップリーダーが必要

装着されているか外見からは分からない

飼い主情報の管理が一元化されていない

体内に異物を埋め込むことについて

飼い主の理解が得づらい

費用が高い

その他

無回答 ( n = 80 )
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⑭マイクロチップ装着推進事業における必要な支援 

問 10．行政がマイクロチップ装着推進事業をした場合、必要な支援は何ですか。 

     （○はいくつでも） 

  （n=80）

1. 装着をしている店を行政でＰＲ 23.8％

2. マイクロチップの利点に関する普及啓発 50.0 

3. 施術等に対する補助  68.8 

4. その他  12.5 

 無回答  8.8 

 

図表２－２－14 マイクロチップ装着推進事業における必要な支援 

 

 マイクロチップ装着推進事業における必要な支援は、「施術等に対する補助」が 68.8％で最も

高くなっている。以下、「マイクロチップの利点に関する普及啓発」が 50.0％となっている。 

 

68.8 

50.0 

23.8 

12.5 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80%

施術等に対する補助

マイクロチップの

利点に関する普及啓発

装着をしている店を行政でＰＲ

その他

無回答

( n = 80 )
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⑮マイクロチップについて意見 

問 11．マイクロチップの仕様や、登録のシステム、普及率を高めていくための方法等について 

     ご意見があればお聞かせ下さい。 

 

◇◇◇ご意見（抜粋）◇◇◇ 

 

◆現在のように登録先が複数の場合、どこへ登録するのが一番良いのか（迷子時）聞かれ困りま

す。早く一元化するか、互いに情報を共有できると良いかと思います。また一度登録しても譲

渡先で変更届を出さないと飼い主不明にもなりかねないので、そこらへんもアピールしてほし

い。 

◆マイクロチップリーダーではなく、ＧＰＳ機能を付け、登録したスマートフォン、携帯電話及

びパソコン等で位置がわかると良い。 

◆法的に装着を義務づければ良いと思う。今後、日本とペット先進国であるといった行動や法整

備が今以上に必要であると感じます。 

◆マイクロチップを装着している動物に対する利点。予防接種の管理。狂犬病予防接種時に強制

装着の義務。我家の犬たちは全て装着済みです。販売前に入ることも良いですね。刺青も良い

方法だと思います。どちらかの登録が必要ですね。 

◆お客様に販売する時に、お店側が責任をもって装着するのが一番確実だと思います。 

◆行政が全額負担。 

◆悪用される可能性があるので何ともいえない。 

◆マイクロチップを装着できる病院等の告知。 

◆スマートフォンなどで読み取れるともっと普及すると思います。マイクロチップを入れている

か、いないか分からない状態で保健所へ迷子犬を渡し、入っていないと殺処分されるなら、

入っていようがいまいが自宅で保護する方が良いです。スマートフォンで読み取ることが出来

れば適切な処置が出きると思います。 

◆行方不明になった場合、必要な物なのでうちもやりたいとは思っています。病院にて進めるの

が一番だと思います。 
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３．猫について 

①屋内飼養を勧めているか 

問 12．貴店では、猫の購入者（または飼い主）に屋内飼養を勧めていますか。（○は１つ） 

  （n=34）

1. はい  85.3％

2. いいえ  5.9 

 無回答  8.8 

 

図表２－３－１ 屋内飼養を勧めているか 

 

 

 屋内飼養を勧めているか、「はい」が 85.3％となっている。 

 

 

 

はい
85.3%

いいえ
5.9%

無回答

8.8%

n = 34
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②屋内飼養を勧めている理由 

【問 12 で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問 12－１．猫の屋内飼養を飼い主に勧めている理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=29）

1. 国や県が推奨しているため 13.8％

2. 感染症の感染や交通事故の危険が回避できるため 100.0 

3. 野良猫を増やさないようにするため 72.4 

4. その他  10.3 

 無回答  - 

 

図表２－３－２ 屋内飼養を勧めている理由 

 

 屋内飼養を勧めている理由としては、「感染症の感染や交通事故の危険が回避できるため」が

100.0％となっている。 

 

 

 

100.0 

72.4 

13.8 

10.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感染症の感染や交通事故の

危険が回避できるため

野良猫を増やさないようにするため

国や県が推奨しているため

その他

無回答

( n = 29 )
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③屋内飼養を勧めていない理由 

【問 12 で、「２．いいえ」と答えた方におたずねします。】 

問 12－２．猫の屋内飼養を猫の購入者（または飼い主）に勧めていない理由を教えてください。

      （○はいくつでも） 

  （n=2）

1. 屋内飼養を勧めるメリットがない -％

2. 説明の時間がない  - 

3. 屋内飼養のメリットがわからない 50.0 

4. その他  50.0 

 無回答  - 

 

図表２－３－３ 屋内飼養を勧めていない理由 

 

 ※「その他」の内容について、具体的な記載はなかった。 

 

 

 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

屋内飼養のメリットがわからない

屋内飼養を勧めるメリットがない

説明の時間がない

その他

無回答

( n = 2 )
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④販売する猫の避妊・去勢手術の実施 

問 13．貴店で販売する猫は、避妊・去勢手術をしていますか。（○は１つ） 

  （n=34）

1. 全て避妊・去勢手術を行った猫を販売している -％

2. 一部避妊・去勢手術を行った猫を販売している 17.6 

3. 全て避妊・去勢手術を行わずに販売している 70.6 

 無回答  11.8 

 

図表２－３－４ 販売する猫の避妊・去勢手術の実施 

 

 

 販売する猫の避妊・去勢手術の実施は、「全て避妊・去勢手術を行わずに販売している」が

70.6％となっている。 

 

 

 

 

全て手術を

行った猫を販売
0.0% 一部手術を

行った猫を販売
17.6%

全て手術を

行わずに販売
70.6%

無回答

11.8%

n = 34
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⑤避妊・去勢手術を勧めているか 

問 14．貴店では、猫の購入者（または飼い主）に避妊・去勢手術を勧めていますか。 

    （○は１つ） 

  （n=34）

1. はい  73.5％

2. いいえ  14.7 

 無回答  11.8 

 

図表２－３－５ 避妊・去勢手術を勧めているか 

 

 

 避妊・去勢手術を勧めているか、「はい」が 73.5％となっている。 

 

 

 

 

はい
73.5%

いいえ
14.7%

無回答

11.8%

n = 34
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⑥避妊・去勢手術を勧めている理由 

【問 14 で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問 14－１．猫の避妊・去勢手術を猫の購入者（または飼い主）に勧めている理由を 

      教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=25）

1. 国や県が推奨しているため 20.0％

2. 病気の予防や繁殖のストレスの軽減になるため 84.0 

3. 尿をかけるスプレー行動を防止できるため 60.0 

4. 野良猫を増やさないようにするため 60.0 

5. その他  12.0 

 無回答  - 

 

図表２－３－６ 避妊・去勢手術を勧めている理由 

 

 避妊・去勢手術を勧めている理由としては、「病気の予防や繁殖のストレスの軽減になるため」

が 84.0％で最も高くなっている。以下、「尿をかけるスプレー行動を防止できるため」及び「野

良猫を増やさないようにするため」が共に 60.0％となっている。 

 

84.0 

60.0 

60.0 

20.0 

12.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病気の予防や繁殖の

ストレスの軽減になるため

尿をかけるスプレー行動を

防止できるため

野良猫を増やさないようにするため

国や県が推奨しているため

その他

無回答
( n = 25 )
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⑦避妊・去勢手術を勧めていない理由 

【問 14 で、「２．いいえ」と答えた方におたずねします。】 

問 14－２．猫の避妊・去勢手術を猫の購入者（または飼い主）に勧めていない理由を 

      教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=5）

1. 避妊・去勢手術を勧めるメリットがない -％

2. 説明の時間がない - 

3. 避妊・去勢手術のメリットがわからない - 

4. その他 100.0 

 無回答  - 

 

図表２－３－７ 避妊・去勢手術を勧めていない理由 

 

 「その他」の内容は「飼い主にまかせる」及び「繁殖を希望するお客様も居る為全て勧める事

は出来ない」などが挙げられている。 

 

 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避妊・去勢手術を

勧めるメリットがない

説明の時間がない

避妊・去勢手術の

メリットがわからない

その他

無回答

( n = 5 )
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⑧所有者不明の猫について、困っていること 

問 15．所有者不明の猫について、困っていることがあればお聞かせ下さい。 

 

◇◇◇ご意見（抜粋）◇◇◇ 

 

◆以前より数は減少していると感じますが、地方に行くとまだまだ不充分であるとも感じます。 

◆子猫が道路をうろうろして危ない。 

◆餌を与える人の問題もある。 

◆そこら中に糞尿をすること。さかりの時に泣く声。 

◆野良猫に心が痛みます。練馬区のように“地域猫”として、市町村がもっと動いてくれたらと

思います。 

◆家の物置で出産してしまい、子猫が泣いている声で気が付いた。知識が無いので、何もしてあ

げられずに困りました。 

◆ＴＮＲ活動にかかわるが、所有者不明と判断できないことが困っている。 

◆本当に困っている。糞尿はもちろんのこと、犬と違い放し飼いが定着している為、飼養者が他

者に迷惑をかけていることに気づいていないので改善が難しい。 
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⑨地域猫活動について 

問 16．地域猫活動ついて、どう思いますか。（○は１つ） 

  （n=80）

1. 賛成  37.5％

2. どちらともいえない  51.3 

3. 反対  2.5 

 無回答  8.8 

 

図表２－３－８ 地域猫活動について 

 

 

 地域猫活動については、「賛成」が 37.5％、「どちらともいえない」が 51.3％となっている。 

 

 

 

 

賛成
37.5%

どちらとも

いえない
51.3%

反対
2.5%

無回答
8.8%

n = 80
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⑩ＴＮＲ活動について 

問 17．ＴＮＲ活動ついて、どう思いますか。（○は１つ） 

  （n=80）

1. 賛成  36.3％

2. どちらともいえない  51.3 

3. 反対  2.5 

 無回答  10.0 

 

図表２－３－９ ＴＮＲ活動について 

 

 

 ＴＮＲ活動については、「賛成」が 36.3％、「どちらともいえない」が 51.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

賛成
36.3%

どちらとも

いえない
51.3%

反対
2.5%

無回答
10.0%

n = 80
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 第３節 神奈川県 獣医師向け調査 

１．回答者の属性 

①地域 

問１．貴病院の所在地（市町村まで）を教えてください。 

 

図表３－１－１ 地域 

 

7.3 

8.1 

8.1 

8.9 

4.8 

2.4 
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12.9 
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平塚市

鎌倉市
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逗子市
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大和市
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寒川町
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大井町

松田町

山北町

開成町

箱根町

真鶴町

湯河原町

愛川町

清川村 ( n = 124 )
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②県獣医師会に所属しているか 

問２．貴病院は神奈川県獣医師会に所属していますか。（○は１つ） 

 

図表３－１－２ 県獣医師会に所属しているか 

 

 

 

はい
62.1%

いいえ
36.3%

無回答
1.6%

n = 124
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２．マイクロチップについて 

①マイクロチップの装着を行っているか 

問３．貴病院ではマイクロチップの装着を行っていますか。（○は１つ） 

  （n=124）

1. はい  79.8％

2. いいえ  19.4 

 無回答  0.8 

 

図表３－２－１ マイクロチップの装着を行っているか 

 

 

 マイクロチップの装着を行っているか、「はい」が 79.8％となっている。 

 

 

はい
79.8%

いいえ
19.4%

無回答
0.8%

n = 124
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②装着を行っている動物の種類 

【問３で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問３－１．マイクロチップの装着を行っている動物の種類を教えてください。（○はいくつでも）

  （n=99）

1. 犬  100.0％

2. 猫  86.9 

3. 犬猫以外のほ乳類  6.1 

4. 鳥類  - 

5. は虫類  1.0 

6. 両生類  - 

7. 魚類  - 

8. その他  1.0 

 無回答  - 

 

図表３－２－２ 装着を行っている動物の種類 

 

 装着を行っている動物の種類は、「犬」が 100.0％、「猫」が 86.9％となっている。 

 

100.0 

86.9 

6.1 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犬

猫

犬猫以外のほ乳類

鳥類

は虫類

両生類

魚類

その他

無回答 ( n = 99 )
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③装着を行っていない理由 

【問３で、「２．いいえ」と答えた方におたずねします。】 

問３－２．マイクロチップの装着を行っていない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=24）

1. 必要性を感じない 33.3％

2. 手続きが面倒 25.0 

3. その他 54.2 

 無回答  - 

 

図表３－２－３ 装着を行っていない理由 

 

 装着を行っていない理由としては、「その他」が 54.2％となっており、その他の内容は「飼い

主からの希望・要望がない」などが挙げられている。 

 

33.3 

25.0 

54.2 

0.0 

0% 20% 40% 60%

必要性を感じない

手続きが面倒

その他

無回答

( n = 24 )
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④診察時等に積極的に勧めているか 

問４．マイクロチップについて、診察時等に積極的に勧めていますか。（○は１つ） 

  （n=124）

1. はい 43.5％

2. いいえ 55.6 

 無回答  0.8 

 

図表３－２－４ 診察時等に積極的に勧めているか 

 

 

 診察時等に積極的に勧めているか、「はい」が 43.5％、「いいえ」が 55.6％となっている。 

 

 

はい
43.5%

いいえ

55.6%

無回答
0.8%

n = 124
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⑤診察時等に積極的に勧めていない理由 

【問４で、「２．いいえ」と答えた方におたずねします。】 

問４－１．診療時等に積極的に勧めていない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=69）

1. 必要性を感じない 20.3％

2. 説明の時間がない 30.4 

3. 自分の動物病院でマイクロチップ装着を実施していないから 20.3 

4. その他 46.4 

 無回答  - 

 

図表３－２－５ 診察時等に積極的に勧めていない理由 

 

 診察時等に積極的に勧めていない理由としては、「説明の時間がない」が 30.4％、「必要性を感

じない」及び「自分の動物病院でマイクロチップ装着を実施していないから」が 20.3％となって

いる。また、「その他」が 46.4％となっており、その他の内容は「飼い主からの希望があれば勧

めている」及び「費用面」などが挙げられている。 

 

 

30.4 

20.3 

20.3 

46.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

説明の時間がない

必要性を感じない

自分の動物病院でマイクロチップ

装着を実施していないから

その他

無回答

( n = 69 )
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⑥飼い主が装着を希望する理由 

問５．飼い主が装着を希望する理由は何ですか。（○はいくつでも） 

  （n=124）

1. 迷子対策  85.5％

2. 盗難対策  25.8 

3. 災害対策  67.7 

4. 血統の証明  0.8 

5. その他  12.1 

 無回答  9.7 

 

図表３－２－６ 飼い主が装着を希望する理由 

 

 飼い主が装着を希望する理由としては、「迷子対策」が 85.5％で最も高くなっている。以下、

「災害対策」が 67.7％となっている。 

 

 

85.5 

67.7 

25.8 

0.8 

12.1 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

迷子対策

災害対策

盗難対策

血統の証明

その他

無回答
( n = 124 )



84 

⑦飼い主が装着を希望しない理由 

問６．飼い主が装着を希望しない（または迷っている）理由は何ですか。（○はいくつでも） 

  （n=124）

1. メリットがない  25.0％

2. 動物がかわいそう 46.8 

3. 面倒 26.6 

4. 費用が高い 49.2 

5. 安全性・健康面に疑問がある 21.8 

6. その他  25.8 

 無回答  4.8 

 

図表３－２－７ 飼い主が装着を希望しない理由 

 

 飼い主が装着を希望しない理由としては、「費用が高い」が 49.2％で最も高く、次いで「動物

がかわいそう」が 46.8％となっている。また、「その他」が 25.8％となっており、その内容は

「必要性を感じていない」、「ＧＰＳ機能がない」及び「わからない（把握していない）」などが挙

げられている。 

 

49.2 

46.8 

26.6 

25.0 

21.8 

25.8 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

費用が高い

動物がかわいそう

面倒

メリットがない

安全性・健康面に疑問がある

その他

無回答 ( n = 124 )
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⑧装着の利点 

問７．装着の利点は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

  （n=124）

1. 一度、装着すれば生涯利用できる 81.5％

2. 自然に脱落しない  56.5 

3. 動物への負担が比較的少ない 37.9 

4. 費用が安い  7.3 

5. その他  8.9 

 無回答  4.8 

 

図表３－２－８ 装着の利点 

 

 装着の利点は、「一度、装着すれば生涯利用できる」が 81.5％で最も高くなっている。以下、

「自然に脱落しない」が 56.5％、「動物への負担が比較的少ない」が 37.9％となっている。 

 

 

81.5 

56.5 

37.9 

7.3 

8.9 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一度、装着すれば生涯利用できる

自然に脱落しない

動物への負担が比較的少ない

費用が安い

その他

無回答
( n = 124 )
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⑨装着の問題点 

問８．装着の問題点は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

  （n=124）

1. 読取りにマイクロチップリーダーが必要 45.2％

2. 飼い主情報の管理が一元化されていない 44.4 

3. 装着されているか外見からは分からない 43.5 

4. 体内に異物を埋め込むことについて飼い主の理解が得づらい 37.9 

5. 費用が高い 34.7 

6. その他  13.7 

 無回答  1.6 

 

図表３－２－９ 装着の問題点 

 

 装着の問題点は、「読取りにマイクロチップリーダーが必要」が 45.2％で最も高く、次いで

「飼い主情報の管理が一元化されていない」が 44.4％、「装着されているか外見からは分からな

い」が 43.5％となっている。 

 

45.2 

44.4 

43.5 

37.9 

34.7 

13.7 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

読取りにマイクロチップリーダーが必要

飼い主情報の管理が一元化されていない

装着されているか外見からは分からない

体内に異物を埋め込むことについて

飼い主の理解が得づらい

費用が高い

その他

無回答 ( n = 124 )
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⑩リーダーの配備をしているか 

問９．貴病院では、マイクロチップリーダーを配備していますか。（○は１つ） 

  （n=124）

1. はい  76.6％

2. いいえ  22.6 

 無回答  0.8 

 

図表３－２－10 リーダーの配備をしているか 

 

 

 リーダーの配備をしているか、「はい」が 76.6％となっている。 

 

はい
76.6%

いいえ
22.6%

無回答
0.8%

n = 124
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⑪動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力 

【問９で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問９－１．第三者が動物を保護した時に、貴病院のマイクロチップリーダーによりデータを 

     読み取ることについて、ご協力いただけますか。（○は１つ） 

  （n=95）

1. はい  96.8％

2. いいえ  1.1 

 無回答  2.1 

 

図表３－２－11 動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力 

 

 

 動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力は、「はい」が 96.8％となってい

る。 

 

 

 

はい
96.8%

いいえ

1.1%

無回答
2.1%

n = 95
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⑫リーダー設置病院としての公表 

【問９－１で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問９－１－１．貴動物病院をマイクロチップリーダーを設置している病院として公表し、所有者 

       不明の動物に対する読み取りにご協力いただけますか。（○は１つ） 

  （n=92）

1. はい  89.1％

2. いいえ  8.7 

 無回答  2.2 

 

図表３－２－12 リーダー設置病院としての公表 

 

 

 リーダー設置病院としての公表は、「はい」が 89.1％となっている。 

 

 

はい
89.1%

いいえ

8.7%

無回答
2.2%

n = 92
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⑬マイクロチップ装着推進事業における必要な支援 

問 10．行政がマイクロチップ装着推進事業をした場合、必要な支援は何ですか。 

     （○はいくつでも） 

  （n=124）

1. 装着の協力を行っている病院を行政でＰＲ 53.2％

2. マイクロチップの利点に関する普及啓発 80.6 

3. 施術等に対する補助  65.3 

4. その他  10.5 

 無回答  4.0 

 

図表３－２－13 マイクロチップ装着推進事業における必要な支援 

 

 マイクロチップ装着推進事業における必要な支援は、「マイクロチップの利点に関する普及啓

発」が 80.6％で最も高くなっている。以下、「施術等に対する補助」が 65.3％、「装着の協力を

行っている病院を行政でＰＲ」が 53.2％となっている。 

 

80.6 

65.3 

53.2 

10.5 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マイクロチップの利点に

関する普及啓発

施術等に対する補助

装着の協力を行っている

病院を行政でＰＲ

その他

無回答

( n = 124 )
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⑭マイクロチップについて意見 

問 11．マイクロチップの仕様や、登録のシステム、普及率を高めていくための方法等について 

     ご意見があればお聞かせ下さい。 

 

◇◇◇ご意見（抜粋）◇◇◇ 

 

◆鑑札を廃止し、マイクロチップ装着を義務にする。 

◆マイクロチップリーダーの統一化があれば推奨する。 

◆飼育を開始した時点で義務化するのが良い。 

◆保健所や警察でのマイクロチップＩＤの検索ができるようにしていただきたい。 

◆動物の販売、譲渡時に義務づける。 

◆ペットショップで装着したのに登録をしていない犬がいる。現在、動物病院で装着するより

ペットショップで装着する方が多いのではないか。 

◆小型犬や猫の飼い主さんたちはマイクロチップを入れることに抵抗があるので、当院では去

勢・避妊手術時に一緒に装着する様に進めています。費用の点でためらう方もいますので、問

10 の施術等に対する補助は是非お願いしたいと思います。 

◆犬については狂犬病予防注射と同時に施術し、登録する様にすれば普及率が高くなると思いま

す。 

◆マイクロチップのサイズを小さくし、挿入する際の針も細くする。または、大きさを変えず

に、ＧＰＳ機能などを付加する。スマートフォンで読取りができると、マイクロチップが入っ

ている安心感を飼い主が得やすい。 

◆行政と一緒に永続的な啓蒙普及活動の実施と費用面での補助が必要 

◆現在登録は郵送だがインターネットで手続きできるとよいと思う。 

◆犬の登録の時に義務づけ、飼い主情報の管理を行政が行なうようにすれば広く普及する。ま

た、この様にすることで安易な遺棄や放置をかなり防げるものと思います。さらに迷子犬の飼

い主発見に役立ちます。 

◆ＣＴなどの画像検査に影響を与えないものができれば完璧です。 

◆マイクロチップリーダーを持っていない病院は、マイクロチップの装着を推進する意識も低い

と思う。飼い主のメリット、動物病院のメリット、行政のメリットを各々に伝える努力が必

要。 

◆盗難が行われたとしても、リーダーで読みとれなければ飼い主の特定はできない。ＧＰＳなど

位置情報の簡易的なシステムの構築が必要。またそれを一般の人々が必要だと思えるような宣

伝。 

◆すべての病院にリーダーがあるべき。 

◆マイクロチップは外見では入っているか分からないので、鑑札の様な“着用しています”タグ

を配布するなど、あとは必ず着用する法律を作ってしまう。 

◆ＧＰＳ機能が付けば、普及率が上がると思う。 
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３．猫について 

①屋内飼養を勧めているか 

問 12．貴病院では、猫の屋内飼養を飼い主に勧めていますか。（○は１つ） 

  （n=124）

1. はい  93.5％

2. いいえ  6.5 

 無回答  - 

 

図表３－３－１ 屋内飼養を勧めているか 

 

 

 屋内飼養を勧めているか、「はい」が 93.5％となっている。 

 

 

 

はい
93.5%

いいえ
6.5%

無回答
0.0%

n = 124
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②屋内飼養を勧めている理由 

【問 12 で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問 12－１．猫の屋内飼養を飼い主に勧めている理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=116）

1. 国や県が推奨しているため 6.0％

2. 感染症の感染や交通事故の危険が回避できるため 99.1 

3. 野良猫を増やさないようにするため 69.0 

4. その他  10.3 

 無回答  - 

 

図表３－３－２ 屋内飼養を勧めている理由 

 

 屋内飼養を勧めている理由としては、「感染症の感染や交通事故の危険が回避できるため」が

99.1％で最も高くなっている。以下、「野良猫を増やさないようにするため」が 69.0％となって

いる。 

 

 

 

99.1 

69.0 

6.0 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感染症の感染や交通事故の

危険が回避できるため

野良猫を増やさないようにするため

国や県が推奨しているため

その他

( n = 116 )
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③屋内飼養を勧めていない理由 

【問 12 で、「２．いいえ」と答えた方におたずねします。】 

問 12－２．猫の屋内飼養を飼い主に勧めていない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=8）

1. 屋内飼養を勧めるメリットがない 37.5％

2. 説明の時間がない  - 

3. 屋内飼養のメリットがわからない 25.0 

4. その他  37.5 

 無回答  12.5 

 

図表３－３－３ 屋内飼養を勧めていない理由 

 

 ※「その他」の内容について、具体的な記載はなかった。 

 

 

 

 

37.5 

25.0 

0.0 

37.5 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40%

屋内飼養を勧める

メリットがない

屋内飼養のメリッ

トがわからない

説明の時間がない

その他

無回答

( n = 8 )



95 

④避妊・去勢手術を勧めているか 

問 13．貴病院では、猫の避妊・去勢手術を飼い主に勧めていますか。（○は１つ） 

  （n=124）

1. はい  94.4％

2. いいえ  4.0 

 無回答  1.6 

 

図表３－３－４ 避妊・去勢手術を勧めているか 

 

 

 避妊・去勢手術を勧めているか、「はい」が 94.4％となっている。 

 

 

 

 

はい
94.4%

いいえ

4.0%

無回答
1.6%

n = 124
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⑤避妊・去勢手術を勧めている理由 

【問 13 で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問 13－１．猫の避妊・去勢手術を飼い主に勧めている理由を教えてください。 

      （○はいくつでも） 

  （n=117）

1. 国や県が推奨しているため 6.0％

2. 病気の予防や繁殖のストレスの軽減になるため 85.5 

3. 尿をかけるスプレー行動を防止できるため 86.3 

4. 野良猫を増やさないようにするため 73.5 

5. その他  4.3 

 無回答  - 

 

図表３－３－５ 避妊・去勢手術を勧めている理由 

 

 避妊・去勢手術を勧めている理由としては、「尿をかけるスプレー行動を防止できるため」が

86.3％で最も高く、次いで「病気の予防や繁殖のストレスの軽減になるため」が 85.5％、「野良

猫を増やさないようにするため」が 73.5％となっている。 

86.3 

85.5 

73.5 

6.0 

4.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

尿をかけるスプレー行動を

防止できるため

病気の予防や繁殖の

ストレスの軽減になるため

野良猫を増やさないようにするため

国や県が推奨しているため

その他

無回答
( n = 117 )



97 

⑥避妊・去勢手術を勧めていない理由 

【問 13 で、「２．いいえ」と答えた方におたずねします。】 

問 13－２．猫の避妊・去勢手術を飼い主に勧めていない理由を教えてください。 

      （○はいくつでも） 

  （n=5）

1. 避妊・去勢手術を勧めるメリットがない -％

2. 説明の時間がない - 

3. 費用が高い - 

4. その他 100.0 

 無回答  - 

 

図表３－３－６ 避妊・去勢手術を勧めていない理由 

 

 「その他」の内容は「飼い主の判断に任せている」及び「問題行動がなければ勧めていない」

などが挙げられている。 

 

 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避妊・去勢手術を

勧めるメリットがない

説明の時間がない

費用が高い

その他

無回答

( n = 5 )
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⑦所有者不明の猫を連れて来院した方がいたか 

問 14．貴病院に所有者不明の猫を連れて来院した方がいましたか。（○は１つ） 

 （n=124） （n=110）

 来院した方がいたか 年間の匹数 

1. はい 88.7％ 1. １～４匹 23.6％

2. いいえ 10.5 2. ５～９匹 20.0 

 無回答 0.8 3. 10～29 匹 30.0 

  4. 30～99 匹 6.4 

  5. 100 匹以上 2.7 

  無回答 17.3 

 

図表３－３－７ 所有者不明の猫を連れて来院した方がいたか 

（左：来院した方がいたか、右：年間の匹数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 所有者不明の猫を連れて来院した方がいたか、「はい」が 88.7％となっている。 

 また、連れてきた猫の年間の匹数は、「10～29 匹」が 30.0％、「１～４匹」が 23.6％、「５～９

匹」が 20.0％となっている。 

 

 

はい
88.7%

いいえ
10.5%

無回答
0.8%

n = 124

23.6 

20.0 

30.0 

6.4 

2.7 

17.3 

0% 10% 20% 30%

１～４匹

５～９匹

10～29匹

30～99匹

100匹以上

無回答
( n = 110 )
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⑧所有者不明の猫を連れて来院した方の目的 

【問 14 で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問 14－１．所有者不明の猫を連れて来院した方の目的は何でしたか。（○はいくつでも） 

  （n=110）

1. 治療 89.1％

2. 避妊・去勢手術 63.6 

3. その他 19.1 

 無回答  - 

 

 （n=98） （n=70）

 ［治療］目的 

  年間の匹数 

 ［避妊・去勢手術］目的 

  年間の匹数 

1. １～４匹 37.8％ 1. １～４匹 31.4％

2. ５～９匹 18.4 2. ５～９匹 31.4 

3. 10～29 匹 22.4 3. 10～29 匹 14.3 

4. 30～99 匹 1.0 4. 30～99 匹 4.3 

5. 100 匹以上 1.0 5. 100 匹以上 4.3 

 無回答 19.4 無回答 14.3 

 

図表３－３－８ 所有者不明の猫を連れて来院した方の目的 

  

89.1 

63.6 

19.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

治療

避妊・去勢手術

その他

無回答

( n = 110 )
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図表３－３－９ 所有者不明の猫を連れて来院した方の目的別年間の匹数 

 

 所有者不明の猫を連れて来院した方の目的は、「治療」が 89.1％で最も高くなっている。以下、

「避妊・去勢手術」が 63.6％となっている。また、「その他」の内容は「保護」及び「里親探

し」などが挙げられている。 

 また、目的ごとの連れてきた猫の年間の匹数は［治療］目的では、「１～４匹」が 37.8％、「10

～29 匹」が 22.4％となっている。［避妊・去勢手術］目的では、「１～４匹」及び「５～９匹」が

共に 31.4％となっている。 

 

37.8 

18.4 

22.4 

1.0 

1.0 

19.4 

31.4

31.4

14.3

4.3

4.3

14.3

0% 10% 20% 30% 40%

１～４匹

５～９匹

10～29匹

30～99匹

100匹以上

無回答

［ 治 療 ］目的：( n = 98 ) 

［避妊・去勢手術］目的：( n = 70 ) 
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⑨所有者不明の猫について、困っていること 

問 15．所有者不明の猫について、困っていることがあればお聞かせ下さい。 

 

◇◇◇ご意見（抜粋）◇◇◇ 

 

◆治療をして欲しいと連れて来るが、費用は払えない。払う気がない。病院で引き取って欲しい

と言われる。病院で里親を探して欲しいと言われる。 

◆治療等は費用に関し、十分配慮しているが、引きとりに関してはこれ以上収容することは出来

ない。 

◆治療費を誰が払うかでもめるケースがある（地域猫、ごはんをあげているだけ等）。 

◆治療費。又、亡くなった時の葬儀代もかかる。入院している猫との隔離に神経をつかう。 

◆病院で保護治療している猫は 40 頭近くあり負担は大きい。 

◆費用の問題です。連れてくる方によっては無料を求める方もいる現状です。 

◆ケガや病気の猫を保護して来られたが、治療費が払えない、家で飼育できないケースがありま

す。病院前に捨てられるケースもあります。 

◆病院につれてくれば無料で保護してもらえると考えている。 

◆治療費は正規料金をもらえないケースが多い。大人の猫の場合、病気が治ってもまた野良にな

るケースがほとんどです。慢性の病気（伝染病）に感染しているケースが多い。 

◆所有者はわかっているが、避妊をしていないでどんどん増えている猫も多い。飼い主への指導

が必要と思うこともある。 

◆感染症や生涯にわたる障害が残る場合に、保護者がいないことや、毎度里親探しに苦労するこ

と。善意で保護して来院してもなかなか要望に応えきれない。 

◆第三者により保護され、不妊・去勢手術を依頼された場合の権利の所在が判断しづらい。 
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⑩地域猫活動について 

問 16．地域猫活動ついて、どう思いますか。（○は１つ） 

  （n=124）

1. 賛成  37.9％

2. どちらともいえない  46.8 

3. 反対  6.5 

 無回答  8.9 

 

図表３－３－10 地域猫活動について 

 

 

 地域猫活動については、「賛成」が 37.9％、「どちらともいえない」が 46.8％となっている。 

 

 

 

 

賛成
37.9%

どちらとも

いえない
46.8%

反対
6.5%

無回答
8.9%

n = 124
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⑪ＴＮＲ活動について 

問 17．ＴＮＲ活動ついて、どう思いますか。（○は１つ） 

  （n=124）

1. 賛成  45.2％

2. どちらともいえない  39.5 

3. 反対  5.6 

 無回答  9.7 

 

図表３－３－11 ＴＮＲ活動について 

 

 

 ＴＮＲ活動については、「賛成」が 45.2％、「どちらともいえない」が 39.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

賛成
45.2%

どちらとも

いえない
39.5%

反対
5.6%

無回答
9.7%

n = 124
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 第４節 香川県 世帯向け調査 

１．回答者の属性 

①性別・年齢 

Ｆ１．犬又は猫の飼い主の方の性別・年齢を教えてください。 

   ※犬又は猫を飼っていない世帯については、世帯主について教えてください。 

 

図表４－１－１ 性別・年齢 

 

男性
70.9%

女性
21.3%

無回答
7.8%

n = 1,400

0.1 

1.3 

7.1 

10.6 

16.9 

28.4 

20.1 

9.9 

5.5 

0% 10% 20% 30%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答
( n = 1,400 )
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②犬又は猫を飼っているか 

Ｆ２．犬又は猫を飼っていますか。（○は１つ） 

 

図表４－１－２ 犬又は猫を飼っているか 

 

 

 

犬・猫の両方を

飼っている
7.6%

犬のみを飼って

いる
24.9%

猫のみを飼って

いる
10.8%

飼っていない
56.8%

無回答
0.0%

n = 1,400
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③飼っている犬の匹数 

Ｆ３．飼っている犬の匹数を教えてください。 

 

図表４－１－３ 飼っている犬の匹数 

 

 

 

77.5 

12.8 

3.1 

0.9 

0.2 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80%

１匹

２匹

３匹

４匹

５匹以上

無回答
( n = 454 )
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④飼っている猫の匹数 

Ｆ３．飼っている猫の匹数を教えてください。 

 

図表４－１－４ 飼っている猫の匹数 

 

54.9 

16.7 

8.2 

5.1 

5.4 

9.7 

0% 20% 40% 60%

１匹

２匹

３匹

４匹

５匹以上

無回答
( n = 257 )
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２．犬を飼っている方 

①飼育環境 

問１．飼育環境を教えてください。（○は１つ） 

  （n=454）

1. 室内飼育  23.8％

2. 屋外飼育  58.1 

3. 室内及び屋外の両方で飼育  16.5 

 無回答  1.5 

 

図表４－２－１ 飼育環境 

 

 

 飼育環境は、「室内飼育」が 23.8％、「屋外飼育」が 58.1％「室内及び屋外の両方で飼育」が

16.5％となっている。 

 

室内飼育
23.8%

屋外飼育
58.1%

室内及び屋外

の両方で飼育
16.5%

無回答
1.5%

n = 454
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②飼育方法 

問２．飼育方法を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=454）

1. 屋外で鎖等に繋いでいる 52.6％

2. 屋外の檻・ケージに入れている 15.2 

3. 屋外（敷地内）で放している 3.5 

4. 室内で檻・ケージに入れている 13.9 

5. 室内で放している 17.0 

6. その他 2.9 

 無回答  0.2 

 

図表４－２－２ 飼育方法 

 

 飼育方法は、「屋外で鎖等に繋いでいる」が 52.6％で最も高くなっている。 

 

52.6 

15.2 

3.5 

13.9 

17.0 

2.9 

0.2 

0% 20% 40% 60%

屋外で鎖等に繋いでいる

屋外の檻・ケージに入れている

屋外（敷地内）で放している

室内で檻・ケージに入れている

室内で放している

その他

無回答 ( n = 454 )
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③入手方法 

問３．どのようにして入手しましたか。（○はいくつでも） 

  （n=454）

1. ペットショップやブリーダーから購入した 39.6％

2. 知人から譲り受けた 46.5 

3. 愛護団体等が開催する譲渡会において譲り受けた 1.5 

4. 新聞・情報誌等を利用して譲り受けた 3.5 

5. 保健所から譲り受けた 0.9 

6. 拾った 12.8 

7. 飼っていた犬が産んだ 2.9 

8. その他 4.0 

 無回答  0.2 

 

図表４－２－３ 入手方法 

 

 入手方法は、「知人から譲り受けた」が 46.5％で最も高く、次いで「ペットショップやブリー

ダーから購入した」が 39.6％となっている。 

 

46.5 

39.6 

12.8 

3.5 

2.9 

1.5 

0.9 

4.0 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

知人から譲り受けた

ペットショップや

ブリーダーから購入した

拾った

新聞・情報誌等を利用して譲り受けた

飼っていた犬が産んだ

愛護団体等が開催する

譲渡会において譲り受けた

保健所から譲り受けた

その他

無回答 ( n = 454 )
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④所有者明示の実施 

問４．現在、飼い犬に迷子札などの所有者明示を行っていますか。（○は１つ） 

   ※マイクロチップを利用されている場合も「している」とお考え下さい。 

  （n=454）

1. 全ての犬（飼い犬が１匹の場合も含む）にしている 18.7％

2. 一部の犬にしている 2.9 

3. 全ての犬にしていない 77.3 

 無回答  1.1 

 

図表４－２－４ 所有者明示の実施 

 

 

 所有者明示の実施は、「全ての犬（飼い犬が１匹の場合も含む）にしている」と「一部の犬にし

ている」を合わせた『している』が 21.6％となっている。一方、「全ての犬にしていない」が

77.3％となっている。 

 

全ての犬に

している
18.7%

一部の犬に

している
2.9%

全ての犬に

していない
77.3%

無回答
1.1%

n = 454
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⑤所有者明示の方法 

【問４で、「１．全ての犬にしている」又は「２．一部の犬にしている」と答えた方】 

問４－１．所有者明示の方法を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=98）

1. 首輪に飼い主の情報を記載 27.6％

2. 迷子札の装着 12.2 

3. 鑑札・注射済票等 62.2 

4. マイクロチップの装着 16.3 

5. 入れ墨 - 

6. その他 - 

 無回答  1.0 

 

図表４－２－５ 所有者明示の方法 

 

 所有者明示の方法は、「鑑札・注射済票等」が 62.2％で最も高くなっている。以下、「首輪に飼

い主の情報を記載」が 27.6％となっている。 

 

62.2 

27.6 

16.3 

12.2 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

鑑札・注射済票等

首輪に飼い主の情報を記載

マイクロチップの装着

迷子札の装着

入れ墨

その他

無回答 ( n = 98 )
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⑥所有者明示を行っている理由 

【問４で、「１．全ての犬にしている」又は「２．一部の犬にしている」と答えた方】 

問４－２．所有者明示を行っている理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=98）

1. 迷子防止  60.2％

2. 災害対策  4.1 

3. 盗難防止  14.3 

4. 法律で決まっているから  22.4 

5. 現在の住宅で義務化されているから 6.1 

6. 購入時又は貰った時に装着済みだった 10.2 

7. その他  1.0 

 無回答  4.1 

 

図表４－２－６ 所有者明示を行っている理由 

 

 所有者明示を行っている理由としては、「迷子防止」が 60.2％で最も高くなっている。以下、

「法律で決まっているから」が 22.4％となっている。 

 

60.2 

22.4 

14.3 

10.2 

6.1 

4.1 

1.0 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%

迷子防止

法律で決まっているから

盗難防止

購入時又は貰った時に装着済みだった

現在の住宅で義務化されているから

災害対策

その他

無回答 ( n = 98 )
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⑦所有者明示を行っていない理由 

【問４で、「２．一部の犬にしている」又は「３．全ての犬にしていない」と答えた方】 

問４－３．所有者明示を行っていない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=364）

1. 取り付けが面倒だから  19.8％

2. 費用がかかるから  9.3 

3. 動物が嫌がるから  7.1 

4. 動物が可哀想だから  6.6 

5. 室内飼いのため必要ないから 26.9 

6. 迷子になっても帰ってくるから 28.0 

7. その他  20.6 

 無回答  9.3 

 

図表４－２－７ 所有者明示を行っていない理由 

 

 所有者明示を行っていない理由としては、「迷子になっても帰ってくるから」が 28.0％で最も

高く、次いで「室内飼いのため必要ないから」が 26.9％となっている。また、「その他」の内容

は「老犬のため」及び「知らなかった」などが挙げられている。 

28.0 

26.9 

19.8 

9.3 

7.1 

6.6 

20.6 

9.3 

0% 10% 20% 30%

迷子になっても帰ってくるから

室内飼いのため必要ないから

取り付けが面倒だから

費用がかかるから

動物が嫌がるから

動物が可哀想だから

その他

無回答 ( n = 364 )
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⑧狂犬病予防注射義務の認知 

問５．狂犬病予防法において、飼っている犬を市に登録することや年１回の狂犬病予防注射を 

   受けさせることが義務付けられていることを知っていますか。（○は１つ） 

  （n=454）

1. 知っている  97.1％

2. 知らない  2.0 

 無回答  0.9 

 

図表４－２－８ 狂犬病予防注射義務の認知 

 

 

 狂犬病予防注射義務の認知は、「知っている」が 97.1％となっている。 

 

知っている
97.1%

知らない
2.0%

無回答
0.9%

n = 454
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⑨鑑札、注射済票の装着が義務化の認知 

問６．狂犬病予防法において、登録・注射した際に交付される鑑札、注射済票の装着が義務化 

   されていることを知っていますか。（○は１つ） 

  （n=454）

1. 知っている  77.3％

2. 知らない  21.4 

 無回答  1.3 

 

図表４－２－９ 鑑札、注射済票の装着が義務化の認知 

 

 

 鑑札、注射済票の装着が義務化の認知は、「知っている」が 77.3％となっている。 

 

知っている
77.3%

知らない
21.4%

無回答
1.3%

n = 454
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⑩マイクロチップを装着しているか 

問７．所有者明示の一つに「マイクロチップ（個体識別措置）」というものがあります。 

   マイクロチップを装着していますか。（○は１つ） 

   ※一部の犬にも装着している場合も「はい」とお答えください。 

  （n=454）

1. はい 3.5％

2. いいえ 93.8 

 無回答  2.6 

 

図表４－２－10 マイクロチップを装着しているか 

 

 

 マイクロチップを装着しているか、「いいえ」が 93.8％となっている。 

 

はい
3.5%

いいえ
93.8%

無回答
2.6%

n = 454
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⑪マイクロチップを装着している理由 

【問７で、「１．はい」と答えた方】 

問７－１．マイクロチップを装着している理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=16）

1. 迷子防止 18.8％

2. 災害対策 - 

3. 首輪への記載や名札等だけでは不安（脱落の恐れがないから） 18.8 

4. 盗難防止 12.5 

5. ペット保険の割引があるから - 

6. 現在の住宅で義務化されているから 6.3 

7. 購入時又は貰った時に装着済みだった 50.0 

8. その他  - 

 無回答  6.3 

 

図表４－２－11 マイクロチップを装着している理由 

 

  

 

50.0 

18.8 

18.8 

12.5 

6.3 

0.0 

0.0 

0.0 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

購入時又は貰った時に装着済みだった

迷子防止

首輪への記載や名札等だけでは不安

（脱落の恐れがないから）

盗難防止

現在の住宅で義務化されているから

災害対策

ペット保険の割引があるから

その他

無回答 ( n = 16 )
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⑫マイクロチップの装着を誰に勧められたか 

【問７で、「１．はい」と答えた方】 

問７－２．マイクロチップの装着を誰に勧められましたか。（○はいくつでも） 

  （n=16）

1. 動物病院  31.3％

2. 保健所又は市役所  6.3 

3. ペットショップなど  31.3 

4. 愛護団体  12.5 

5. 知人  18.8 

6. 自らの意志で装着した 6.3 

7. その他  6.3 

 無回答  6.3 

 

図表４－２－12 マイクロチップの装着を誰に勧められたか 

 

  

 

31.3 

31.3 

18.8 

12.5 

6.3 

6.3 

6.3 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40%

動物病院

ペットショップなど

知人

愛護団体

保健所又は市役所

自らの意志で装着した

その他

無回答 ( n = 16 )



120 

⑬ＡＩＰＯへの登録 

【問７で、「１．はい」と答えた方】 

問７－３．飼い主や動物の情報をＡＩＰＯ（日本獣医師会）に登録していますか。（○は１つ） 

  （n=16）

1. はい  68.8％

2. いいえ  31.3 

 無回答  - 

 

図表４－２－13 ＡＩＰＯへの登録 

 

 

  

 

はい
68.8%

いいえ
31.3%

無回答
0.0%

n = 16
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⑭マイクロチップを装着していない理由 

【問７で、「２．いいえ」と答えた方】 

問７－４．マイクロチップを装着していない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=426）

1. 存在自体知らない  46.2％

2. メリットがない  6.1 

3. 痛そうでかわいそう  15.7 

4. 面倒  5.6 

5. 費用が高い  15.3 

6. 迷子札や鑑札で十分だから 13.8 

7. 室内で飼育し迷子になることがないから 16.9 

8. 健康に悪そうだから  8.0 

9. その他  8.0 

10. 特に理由はない  14.6 

 無回答  1.6 

 

図表４－２－14 マイクロチップを装着していない理由 

 

 マイクロチップを装着していない理由としては、「存在自体知らない」が 46.2％で最も高く

なっている。以下、「室内で飼育し迷子になることがないから」が 16.9％、「痛そうでかわいそ

う」が 15.7％、「費用が高い」が 15.3％となっている。 

46.2 

16.9 

15.7 

15.3 

13.8 

8.0 

6.1 

5.6 

8.0 

14.6 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

存在自体知らない

室内で飼育し

迷子になることがないから

痛そうでかわいそう

費用が高い

迷子札や鑑札で十分だから

健康に悪そうだから

メリットがない

面倒

その他

特に理由はない

無回答 ( n = 426 )
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３．猫を飼っている方 

①飼育環境 

問８．飼育環境を教えてください。（○は１つ） 

  （n=257）

1. 室内飼育  35.8％

2. 屋外飼育  16.3 

3. 室内及び屋外の両方で飼育  47.1 

 無回答  0.8 

 

図表４－３－１ 飼育環境 

 

 

 飼育環境は、「室内飼育」が 35.8％、「屋外飼育」が 16.3％、「室内及び屋外の両方で飼育」が

47.1％となっている。 

 

 

室内飼育
35.8%

屋外飼育
16.3%

室内及び屋外

の両方で飼育
47.1%

無回答
0.8%

n = 257
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②入手方法 

問９．どのようにして入手しましたか。（○はいくつでも） 

  （n=257）

1. ペットショップやブリーダーから購入した 7.4％

2. 知人から譲り受けた  39.7 

3. 愛護団体等が開催する譲渡会において譲り受けた 3.1 

4. 新聞・情報誌等を利用して譲り受けた 1.6 

5. 保健所から譲り受けた - 

6. 拾った  37.4 

7. 飼っていた猫が産んだ  17.5 

8. その他  10.1 

 無回答  0.4 

 

図表４－３－２ 入手方法 

 

 入手方法は、「知人から譲り受けた」が 39.7％で最も高く、次いで「拾った」が 37.4％となっ

ている。 

 

39.7 

37.4 

17.5 

7.4 

3.1 

1.6 

0.0 

10.1 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40%

知人から譲り受けた

拾った

飼っていた猫が産んだ

ペットショップや

ブリーダーから購入した

愛護団体等が開催する

譲渡会において譲り受けた

新聞・情報誌等を利用して譲り受けた

保健所から譲り受けた

その他

無回答 ( n = 257 )
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③所有者明示の実施 

問 10．現在、飼い猫に迷子札などの所有者明示を行っていますか。（○は１つ） 

    ※マイクロチップを利用されている場合も「している」とお考え下さい。 

  （n=257）

1. 全ての猫（飼い猫が１匹の場合も含む）にしている 7.8％

2. 一部の猫にしている  0.8 

3. 全ての猫にしていない  88.3 

 無回答  3.1 

 

図表４－３－３ 所有者明示の実施 

 

 

 所有者明示の実施は、「全ての猫（飼い猫が１匹の場合も含む）にしている」と「一部の猫にし

ている」を合わせた『している』が 8.6％となっている。一方、「全ての猫にしていない」が

88.3％となっている。 

 

全ての猫に

している
7.8%

一部の猫に

している
0.8%

全ての猫に

していない
88.3%

無回答
3.1%

n = 257
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④所有者明示の方法 

【問 10 で、「１．全ての猫にしている」又は「２．一部の猫にしている」と答えた方】 

問 10－１．所有者明示の方法を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=22）

1. 首輪に飼い主の情報を記載  63.6％

2. 迷子札の装着  31.8 

3. マイクロチップの装着  13.6 

4. 入れ墨  - 

5. その他  9.1 

 無回答  - 

 

図表４－３－４ 所有者明示の方法 

 

 所有者明示の方法は、「首輪に飼い主の情報を記載」が 63.6％で最も高くなっている。以下、

「迷子札の装着」が 31.8％、「マイクロチップの装着」が 13.6％となっている。 

 

63.6 

31.8 

13.6 

0.0 

9.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

首輪に飼い主の情報を記載

迷子札の装着

マイクロチップの装着

入れ墨

その他

無回答
( n = 22 )
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⑤所有者明示を行っている理由 

【問 10 で、「１．全ての猫にしている」又は「２．一部の猫にしている」と答えた方】 

問 10－２．所有者明示を行っている理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=22）

1. 迷子防止  81.8％

2. 災害対策  4.5 

3. 盗難防止  9.1 

4. 現在の住宅で義務化されているから - 

5. 購入時又は貰った時に装着済みだった - 

6. その他  4.5 

 無回答  9.1 

 

図表４－３－５ 所有者明示を行っている理由 

 

 所有者明示を行っている理由としては、「迷子防止」が 81.8％で最も高くなっている。 

 

81.8 

9.1 

4.5 

0.0 

0.0 

4.5 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

迷子防止

盗難防止

災害対策

現在の住宅で義務化されているから

購入時又は貰った時に装着済みだった

その他

無回答 ( n = 22 )
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⑥所有者明示を行っていない理由 

【問 10 で、「２．一部の猫にしている」又は「３．全ての猫にしていない」と答えた方】 

問 10－３．所有者明示を行っていない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=229）

1. 取り付けが面倒だから  7.4％

2. 費用がかかるから  7.9 

3. 動物が嫌がるから  10.9 

4. 動物が可哀想だから  9.6 

5. 室内飼いのため必要ないから 34.1 

6. 迷子になっても帰ってくるから 36.7 

7. その他  21.4 

 無回答  5.2 

 

図表４－３－６ 所有者明示を行っていない理由 

 

 所有者明示を行っていない理由としては、「迷子になっても帰ってくるから」が 36.7％で最も

高く、次いで「室内飼いのため必要ないから」が 34.1％となっている。また、「その他」の内容

は「取れてしまった」及び「知らなかった」などが挙げられている。 

36.7 

34.1 

10.9 

9.6 

7.9 

7.4 

21.4 

5.2 

0% 10% 20% 30% 40%

迷子になっても帰ってくるから

室内飼いのため必要ないから

動物が嫌がるから

動物が可哀想だから

費用がかかるから

取り付けが面倒だから

その他

無回答 ( n = 229 )
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⑦マイクロチップを装着しているか 

問 11．所有者明示の一つに「マイクロチップ（個体識別措置）」というものがあります。 

    マイクロチップを装着していますか。（○は１つ） 

    ※一部の猫にも装着している場合も「はい」とお答えください。 

  （n=257）

1. はい  1.2％

2. いいえ  92.2 

 無回答  6.6 

 

図表４－３－７ マイクロチップを装着しているか 

 

 

 マイクロチップを装着しているか、「いいえ」が 92.2％となっている。 

 

はい
1.2%

いいえ
92.2%

無回答
6.6%

n = 257
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⑧マイクロチップを装着している理由 

【問 11 で、「１．はい」と答えた方】 

問 11－１．マイクロチップを装着している理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=3）

1. 迷子防止  100.0％

2. 災害対策  - 

3. 首輪への記載や名札等だけでは不安（脱落の恐れがないから） - 

4. 盗難防止 - 

5. ペット保険の割引があるから - 

6. 現在の住宅で義務化されているから - 

7. 購入時又は貰った時に装着済みだった - 

8. その他  - 

 無回答  - 

 

図表４－３－８ マイクロチップを装着している理由 

 

  

 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

迷子防止

災害対策

首輪への記載や名札等だけでは不安

（脱落の恐れがないから）

盗難防止

ペット保険の割引があるから

現在の住宅で義務化されているから

購入時又は貰った時に装着済みだった

その他

無回答 ( n = 3 )
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⑨マイクロチップの装着を誰に勧められたか 

【問 11 で、「１．はい」と答えた方】 

問 11－２．マイクロチップの装着を誰に勧められましたか。（○はいくつでも） 

  （n=3）

1. 動物病院  33.3％

2. 保健所又は市役所  - 

3. ペットショップなど  - 

4. 愛護団体  - 

5. 知人  66.7 

6. 自らの意志で装着した  - 

7. その他  - 

 無回答  - 

 

図表４－３－９ マイクロチップの装着を誰に勧められたか 

 

  

 

66.7 

33.3 

0.0 

0.0 
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知人
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愛護団体

自らの意志で装着した

その他

無回答 ( n = 3 )
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⑩ＡＩＰＯへの登録 

【問 11 で、「１．はい」と答えた方】 

問 11－３．飼い主や動物の情報をＡＩＰＯ（日本獣医師会）に登録していますか。（○は１つ） 

  （n=3）

1. はい  66.7％

2. いいえ  33.3 

 無回答  - 

 

図表４－３－10 ＡＩＰＯへの登録 

 

 

  

 

はい
66.7%

いいえ
33.3%

無回答
0.0%

n = 3
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⑪マイクロチップを装着していない理由 

【問 11 で、「２．いいえ」と答えた方】 

問 11－４．マイクロチップを装着していない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=237）

1. 存在自体知らない  44.7％

2. メリットがない  6.8 

3. 痛そうでかわいそう  17.3 

4. 面倒  2.5 

5. 費用が高い  14.3 

6. 迷子札や鑑札で十分だから  3.8 

7. 室内で飼育し迷子になることがないから 23.6 

8. 健康に悪そうだから  7.2 

9. その他  9.7 

10. 特に理由はない  17.3 

 無回答  0.8 

 

図表４－３－11 マイクロチップを装着していない理由 

 

 マイクロチップを装着していない理由としては、「存在自体知らない」が 44.7％で最も高く

なっている。以下、「室内で飼育し迷子になることがないから」が 23.6％となっている。 
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23.6 

17.3 

14.3 

7.2 
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0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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迷子になることがないから

痛そうでかわいそう

費用が高い

健康に悪そうだから

メリットがない

迷子札や鑑札で十分だから

面倒

その他

特に理由はない

無回答 ( n = 237 )



133 

４．犬・猫を飼っていない方 

①今後、犬又は猫を飼った場合、所有者明示を行うか 

問 12．今後、犬又は猫を飼った場合、所有者明示（迷子対策）をしますか。（○は１つ） 

  （n=795）

1. はい  48.2％

2. いいえ  9.1 

3. わからない  36.4 

 無回答  6.4 

 

図表４－４－１ 今後、犬又は猫を飼った場合、所有者明示を行うか 

 

 

 今後、犬又は猫を飼った場合、所有者明示を行うか、「はい」が 48.2％、「わからない」が

36.4％となっている。 

 

 

はい
48.2%

いいえ
9.1%

わからない
36.4%

無回答
6.4%

n = 795
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②所有者明示の方法 

【問 12 で、「１．はい」と答えた方】 

問 12－１．所有者明示の方法を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=383）

1. 首輪に飼い主の情報を記載 48.6％

2. 迷子札の装着 19.1 

3. 鑑札・注射済票等（犬の場合） 42.3 

4. マイクロチップの装着 49.9 

5. 入れ墨 - 

6. その他  0.8 

 無回答  2.9 

 

図表４－４－２ 所有者明示の方法 

 

 所有者明示の方法は、「マイクロチップの装着」が 49.9％で最も高く、次いで「首輪に飼い主

の情報を記載」が 48.6％、「鑑札・注射済票等（犬の場合）」が 42.3％となっている。 
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48.6 

42.3 

19.1 
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2.9 
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マイクロチップの装着

首輪に飼い主の情報を記載

鑑札・注射済票等（犬の場合）

迷子札の装着

入れ墨

その他

無回答 ( n = 383 )
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③所有者明示をしない理由 

【問 12 で、「２．いいえ」と答えた方】 

問 12－２．所有者明示をしない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=72）

1. 取り付けが面倒だから  16.7％

2. 費用がかかるから  20.8 

3. 動物が嫌がると思うから  15.3 

4. 動物が可哀想だと思うから  26.4 

5. 室内で飼育しようと思うから 6.9 

6. 迷子になっても自力で帰ってくると思うから 20.8 

7. その他  23.6 

 無回答  8.3 

 

図表４－４－３ 所有者明示をしない理由 

 

 所有者明示をしない理由としては、「動物が可哀想だと思うから」が 26.4％で最も高く、次い

で「費用がかかるから」及び「迷子になっても自力で帰ってくると思うから」が共に 20.8％と

なっている。また、「その他」の内容は「飼うつもりがないから」などが挙げられている。 

26.4 

20.8 

20.8 

16.7 

15.3 
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23.6 
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0% 10% 20% 30%

動物が可哀想だと思うから

費用がかかるから

迷子になっても自力で

帰ってくると思うから

取り付けが面倒だから

動物が嫌がると思うから

室内で飼育しようと思うから

その他

無回答 ( n = 72 )
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５．講演会等の開催について 

①所有者明示の啓発に関する講演会等への参加 

問 13．三豊市内において、所有者明示の啓発を中心とした犬・猫に関する講演会等を開催した 

    場合、参加しようと思いますか。（○は１つ） 

  （n=1,400）

1. 参加する  8.0％

2. 参加しない  43.7 

3. わからない  44.4 

 無回答  3.9 

 

図表４－５－１ 所有者明示の啓発に関する講演会等への参加 

 

 

 所有者明示の啓発に関する講演会等への参加は、「参加しない」が 43.7％、「わからない」が

44.4％となっている。 

 

 

参加する
8.0%

参加しない
43.7%

わからない
44.4%

無回答
3.9%

n = 1,400
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②所有者明示の啓発に関する講演会等で聞いてみたい内容 

【問 13 で、「１．参加する」と答えた方】 

問 13－１．聞いてみたい内容等があればご記入ください。 

 

◇◇◇ご意見（抜粋）◇◇◇ 

 

◆犬・猫が病死、老衰化、不慮の事故で死亡した時、どの様に処置すればよいか指導、周知方願

います。 

◆マイクロチップのメリット・デメリット。 

◆災害時のペットへの対応について普段から準備しておきたいこと等。 

◆日本と比べて、外国ではどのような飼い方がされているのか。災害時の避難先での犬の過ごさ

せ方など。 

◆現在の日本の迷子状況（要因別、対策等）。マイクロチップ措置による長所・短所及び日本各地

での比率等。 

◆盗難した場合、帰ってくるのですか。今までに２回猫（子猫）が遠出しないはずなのにいなく

なった。 

◆迷子の犬・猫の情報等、その点を充実してほしい。 

◆退職後は、犬（又は猫）の老後のお世話をしてみたいと、前から思っていました。そのような

犬・猫の状況。又、どのようにすれば私にもそのようなお世話（仕事）に参加できるのかなど

の話をお聞きしたいと思います。 

◆マイクロチップが完全に実施された場合、付けていない動物（犬・猫）は殺処分となるので

しょうか。法改正となる方向でしょうか。 
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③参加したくなる講演会の内容等 

【問 13 で、「２．参加しない」又は「３．わからない」と答えた方】 

問 13－２．どのような講演会だったら参加しようと思いますか。（○はいくつでも） 

  （n=1,234）

1. 講師が芸能人等の有名人  7.5％

2. 講師が行政担当者  2.4 

3. インストラクターによるしつけ教室等がある 24.1 

4. 迷子札等啓発グッズの配布がある 15.6 

5. 祝・祭日など休日に行われる 17.7 

6. その他  12.7 

7. 興味がない  41.3 

 無回答  6.2 

 

図表４－５－２ 参加したくなる講演会の内容等 

 

 参加したくなる講演会の内容等は、「インストラクターによるしつけ教室等がある」が 24.1％

で最も高く、次いで「祝・祭日など休日に行われる」が 17.7％となっている。一方、「興味がな

い」が 41.3％となっている。 

24.1 

17.7 

15.6 

7.5 

2.4 

12.7 

41.3 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

インストラクターによる

しつけ教室等がある

祝・祭日など休日に行われる

迷子札等啓発グッズの配布がある

講師が芸能人等の有名人

講師が行政担当者

その他

興味がない

無回答 ( n = 1,234 )
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 第５節 香川県 ペットショップ向け調査 

１．回答者の属性 

①地域 

問１．貴店の所在地（市町村まで）を教えてください。 

 

図表５－１－１ 地域 

 

21.3 

4.3 

14.9 

8.5 

6.4 

6.4 

14.9 

4.3 

0.0 

8.5 

0.0 

2.1 

2.1 

2.1 

4.3 

0.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

丸亀市

坂出市

善通寺市

観音寺市

さぬき市

東かがわ市

三豊市

土庄町

小豆島町

三木町

直島町

宇多津町

綾川町

琴平町

多度津町

まんのう町
( n = 47 )
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②取り扱っている動物 

問２．貴店で取り扱っている動物を教えてください。（○はいくつでも） 

 

図表５－１－２ 取り扱っている動物 

 

 

91.5 

23.4 

4.3 

4.3 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犬

猫

犬猫以外のほ乳類

鳥類

は虫類

両生類

魚類

その他

無回答 ( n = 47 )
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③主な販売先 

問３．主な販売先を教えてください。（○は１つ） 

 

図表５－１－３ 主な販売先 

 

 

 

 

一般飼養者
55.3%

業者
42.6%

その他
2.1%

無回答

0.0%

n = 47
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２．マイクロチップについて 

①マイクロチップの装着を行っているか 

問４．貴店では、販売する動物に事前にマイクロチップの装着を行っていますか。（○は１つ） 

  （n=47）

1. はい  6.4％

2. いいえ  93.6 

 無回答  - 

 

図表５－２－１ マイクロチップの装着を行っているか 

 

 

 マイクロチップの装着を行っているか、「いいえ」が 93.6％となっている。 

 

 

はい
6.4%

いいえ
93.6%

無回答
0.0%

n = 47
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②装着を行っている動物の種類 

【問４で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問４－１．マイクロチップの装着を行っている動物の種類を教えてください。（○はいくつでも）

  （n=3）

1. 犬  100.0％

2. 猫  66.7 

3. 犬猫以外のほ乳類  - 

4. 鳥類  - 

5. は虫類  - 

6. 両生類  - 

7. 魚類  - 

8. その他  - 

 無回答  - 

 

図表５－２－２ 装着を行っている動物の種類 

 

  

 

100.0 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犬

猫

犬猫以外のほ乳類

鳥類

は虫類

両生類

魚類

その他

無回答 ( n = 3 )
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③装着している動物を販売している理由 

【問４で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問４－２．マイクロチップを装着している動物を販売している理由を教えてください。 

     （○はいくつでも） 

  （n=3）

1. 法律等により飼い主は所有明示を行う責務があるため 33.3％

2. マイクロチップを装着した動物を販売することにより、店の信用が得られるため - 

3. その他  66.7 

 無回答  - 

 

図表５－２－３ 装着している動物を販売している理由 

 

 「その他」の内容は「展覧会・競技会に出陳する為」及び「飼い主の希望があるため」が挙げ

られている。 

 

 

33.3 

0.0 

66.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

法律等により飼い主は

所有明示を行う責務があるため

マイクロチップを装着した

動物を販売することにより、

店の信用が得られるため

その他

無回答

( n = 3 )
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④装着方法 

【問４で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問４－３．マイクロチップの装着はどのように行っていますか。（○はいくつでも） 

  （n=3）

1. 装着済みの動物を入荷している -％

2. 動物病院で装着している 66.7 

3. 雇用している獣医師により装着している - 

4. その他  33.3 

 無回答  - 

 

図表５－２－４ 装着方法 

 

 「その他」の内容は「（回答者）が獣医師である」が挙げられている。 

 

 

 

66.7 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

動物病院で装着している

装着済みの動物を入荷している

雇用している獣医師により

装着している

その他

無回答

( n = 3 )
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⑤店内でポスターやリーフレットによる周知 

問５．マイクロチップについて、店内でポスターやリーフレットにて周知していますか。 

   （○は１つ） 

  （n=47）

1. はい  19.1％

2. いいえ  76.6 

 無回答  4.3 

 

図表５－２－５ 店内でポスターやリーフレットによる周知 

 

 

 店内でポスターやリーフレットによる周知しているか、「いいえ」が 76.6％となっている。 

 

 

はい
19.1%

いいえ
76.6%

無回答
4.3%

n = 47
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⑥店内でポスターやリーフレットによる周知をしていない理由 

【問５で、「２．いいえ」と答えた方におたずねします。】 

問５－１．店内でポスターやリーフレットにて周知していない理由を教えてください。 

     （○はいくつでも） 

  （n=36）

1. 周知するメリットがない  33.3％

2. 面倒だから  11.1 

3. その他  69.4 

 無回答  - 

 

図表５－２－６ 店内でポスターやリーフレットによる周知をしていない理由 

 

 店内でポスターやリーフレットによる周知をしていない理由としては、「その他」が 69.4％と

なっており、その内容は「ポスターやリーフレットがない」及び「店舗ではない」などが挙げら

れている。 

 

33.3 

11.1 

69.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

周知するメリットがない

面倒だから

その他

無回答

( n = 36 )
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⑦登録方法 

問６．マイクロチップの登録はどのように行っていますか。（○は１つ） 

  （n=47）

1. 貴店で登録を代行している 4.3％

2. 飼い主に登録をするよう伝えている 21.3 

3. その他 29.8 

 無回答  44.7 

 

図表５－２－７ 登録方法 

 

 

 登録方法は、「飼い主に登録をするよう伝えている」が 21.3％となっている。 

 

 

 

貴店で登録を代

行している
4.3%

飼い主に登録を

するよう伝えて

いる
21.3%

その他

29.8%

無回答
44.7% n = 47
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⑧登録代行する場合、登録先 

【問６で、「１．貴店で登録を代行している」と答えた方におたずねします。】 

問６－１．マイクロチップについて、貴店で登録を代行する場合、登録先はどこですか。 

     （○は１つ） 

  （n=2）

1. ＡＩＰＯ  100.0％

2. その他  - 

 無回答  - 

 

図表５－２－８ 登録代行する場合、登録先 

 

 

  

 

 

 

ＡＩＰＯ
100.0%

その他
0.0%

無回答
0.0%

n = 2
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⑨リーダーの配備をしているか 

問７．貴店では、マイクロチップリーダーを配備していますか。（○は１つ） 

  （n=47）

1. はい  6.4％

2. いいえ  78.7 

 無回答  14.9 

 

図表５－２－９ リーダーの配備をしているか 

 

 

 リーダーの配備をしているか、「いいえ」が 78.7％となっている。 

 

 

 

はい
6.4%

いいえ

78.7%

無回答
14.9%

n = 47
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⑩動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力 

【問７で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問７－１．第三者が動物を保護した時に、貴店のマイクロチップリーダーによりデータを 

     読み取ることについて、ご協力いただけますか。（○は１つ） 

  （n=3）

1. はい  100.0％

2. いいえ  - 

 無回答  - 

 

図表５－２－10 動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力 

 

 

  

 

 

 

はい
100.0%

いいえ
0.0%

無回答
0.0%

n = 3
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⑪リーダー設置店としての公表 

【問７－１で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問７－１－１．貴店をマイクロチップリーダーを設置している店として公表し、所有者不明の 

       動物に対する読み取りにご協力いただけますか。（○は１つ） 

  （n=3）

1. はい  33.3％

2. いいえ  66.7 

 無回答  - 

 

図表５－２－11 リーダー設置店としての公表 

 

 

  

 

 

 

はい
33.3%

いいえ

66.7%

無回答
0.0%

n = 3
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⑫装着の利点 

問８．装着の利点は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

  （n=47）

1. 一度、装着すれば生涯利用できる 63.8％

2. 自然に脱落しない  48.9 

3. 動物への負担が比較的少ない 21.3 

4. 費用が安い  6.4 

5. その他  6.4 

 無回答  19.1 

 

図表５－２－12 装着の利点 

 

 装着の利点は、「一度、装着すれば生涯利用できる」が 63.8％で最も高くなっている。以下、

「自然に脱落しない」が 48.9％となっている。 

 

 

 

63.8 

48.9 

21.3 

6.4 

6.4 

19.1 

0% 20% 40% 60% 80%

一度、装着すれば

生涯利用できる

自然に脱落しない

動物への負担が

比較的少ない

費用が安い

その他

無回答
( n = 47 )
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⑬装着の問題点 

問９．装着の問題点は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

  （n=47）

1. 読取りにマイクロチップリーダーが必要 40.4％

2. 飼い主情報の管理が一元化されていない 46.8 

3. 装着されているか外見からは分からない 48.9 

4. 体内に異物を埋め込むことについて飼い主の理解が得づらい 51.1 

5. 費用が高い 51.1 

6. その他  8.5 

 無回答  10.6 

 

図表５－２－13 装着の問題点 

 

 装着の問題点は、「体内に異物を埋め込むことについて飼い主の理解が得づらい」及び「費用が

高い」が共に 51.1％で最も高く、次いで「装着されているか外見からは分からない」が 48.9％、

「飼い主情報の管理が一元化されていない」が 46.8％、「読取りにマイクロチップリーダーが必

要」が 40.4％となっている。 

 

51.1 

51.1 

48.9 

46.8 

40.4 

8.5 

10.6 

0% 20% 40% 60%

体内に異物を埋め込むことについて

飼い主の理解が得づらい

費用が高い

装着されているか外見からは分からない

飼い主情報の管理が一元化されていない

読取りにマイクロチップリーダーが必要

その他

無回答 ( n = 47 )
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⑭マイクロチップ装着推進事業における必要な支援 

問 10．行政がマイクロチップ装着推進事業をした場合、必要な支援は何ですか。 

     （○はいくつでも） 

  （n=47）

1. 装着をしている店を行政でＰＲ 19.1％

2. マイクロチップの利点に関する普及啓発 46.8 

3. 施術等に対する補助  80.9 

4. その他  6.4 

 無回答  10.6 

 

図表５－２－14 マイクロチップ装着推進事業における必要な支援 

 

 マイクロチップ装着推進事業における必要な支援は、「施術等に対する補助」が 80.9％で最も

高くなっている。以下、「マイクロチップの利点に関する普及啓発」が 46.8％となっている。 

 

80.9 

46.8 

19.1 

6.4 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施術等に対する補助

マイクロチップの

利点に関する普及啓発

装着をしている店を行政でＰＲ

その他

無回答

( n = 47 )
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⑮マイクロチップについて意見 

問 11．マイクロチップの仕様や、登録のシステム、普及率を高めていくための方法等について 

     ご意見があればお聞かせ下さい。 

 

◇◇◇ご意見（抜粋）◇◇◇ 

 

◆首輪にマイクロチップ装着の表示をする。 

◆生まれて何日目から使用するか、費用がどれ位かかるかを先に知らせる必要があると思いま

す。費用がかかるがマスコミを利用するのも方法だと思います。 

◆マイクロチップ装着の費用が高いので、安価で出来ると普及するかも。 

◆ＴＶ等もっと啓発活動が必要なのでは。（一般にはあまり知られてないようです） 

◆マイクロチップのメリット、埋込みの方法などインターネットではわかりやすく説明されてお

りますが、やはり体内に埋込みとなるとすこし心配になります。メリットなどは記載されてい

ますが、本当にデメリットはないのかなど装着には少し不安が残ります。多頭飼いの場合は金

額も高額となり、その点でも装着に躊躇します。その様な点をもう少し考えていただければと

思います。 

◆所有者データを必ず登録し、番号だけにしない。 

◆マイクロチップの読み取りを簡単にして欲しい。登録場所が一定でない。 

◆行政の補助や普及活動が足りていない。シェパード等は耳番号を入れている為、必要性が少な

い。国が耳番号を廃止するなり、一元化へ進めるべき。 
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 第６節 香川県 獣医師向け調査 

１．回答者の属性 

①地域 

問１．貴病院の所在地（市・町まで）を教えてください。 

 

図表６－１－１ 地域 
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4.7 

2.3 

4.7 
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琴平町

多度津町

まんのう町
( n = 43 )



158 

②県獣医師会に所属しているか 

問２．貴病院は香川県獣医師会に所属していますか。（○は１つ） 

 

図表６－１－２ 県獣医師会に所属しているか 

 

 

 

はい
100.0%

いいえ
0.0%

無回答
0.0%

n = 43
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２．マイクロチップについて 

①マイクロチップの装着を行っているか 

問３．貴病院ではマイクロチップの装着を行っていますか。（○は１つ） 

  （n=43）

1. はい  95.3％

2. いいえ  4.7 

 無回答  - 

 

図表６－２－１ マイクロチップの装着を行っているか 

 

 

 マイクロチップの装着を行っているか、「はい」が 95.3％となっている。 

 

 

はい

95.3%

いいえ

4.7%
無回答

0.0%

n = 43
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②装着を行っている動物の種類 

【問３で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問３－１．マイクロチップの装着を行っている動物の種類を教えてください。（○はいくつでも）

  （n=41）

1. 犬  95.1％

2. 猫  70.7 

3. 犬猫以外のほ乳類  17.1 

4. 鳥類  - 

5. は虫類  7.3 

6. 両生類  - 

7. 魚類  - 

8. その他  2.4 

 無回答  2.4 

 

図表６－２－２ 装着を行っている動物の種類 

 

 装着を行っている動物の種類は、「犬」が 95.1％、「猫」が 70.7％となっている。 

 

95.1 

70.7 

17.1 

0.0 

7.3 

0.0 

0.0 

2.4 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犬

猫

犬猫以外のほ乳類

鳥類

は虫類

両生類

魚類

その他

無回答 ( n = 41 )
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③装着を行っていない理由 

【問３で、「２．いいえ」と答えた方におたずねします。】 

問３－２．マイクロチップの装着を行っていない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=2）

1. 必要性を感じない 50.0％

2. 手続きが面倒 100.0 

3. その他 50.0 

 無回答  - 

 

図表６－２－３ 装着を行っていない理由 

 

  

 

100.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

手続きが面倒

必要性を感じない

その他

無回答

( n = 2 )
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④診察時等に積極的に勧めているか 

問４．マイクロチップについて、診察時等に積極的に勧めていますか。（○は１つ） 

  （n=43）

1. はい 32.6％

2. いいえ 65.1 

 無回答  2.3 

 

図表６－２－４ 診察時等に積極的に勧めているか 

 

 

 診察時等に積極的に勧めているか、「はい」が 32.6％、「いいえ」が 65.1％となっている。 

 

 

はい
32.6%

いいえ
65.1%

無回答

2.3%

n = 43
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⑤診察時等に積極的に勧めていない理由 

【問４で、「２．いいえ」と答えた方におたずねします。】 

問４－１．診療時等に積極的に勧めていない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

  （n=28）

1. 必要性を感じない 21.4％

2. 説明の時間がない 28.6 

3. 自分の動物病院でマイクロチップ装着を実施していないから 3.6 

4. その他 57.1 

 無回答  7.1 

 

図表６－２－５ 診察時等に積極的に勧めていない理由 

 

 診察時等に積極的に勧めていない理由としては、「その他」が 57.1％となっており、その他の

内容は「飼い主からの希望があれば勧めている」及び「義務化されていない」などが挙げられて

いる。 

 

 

28.6 

21.4 

3.6 

57.1 

7.1 

0% 20% 40% 60%

説明の時間がない

必要性を感じない

自分の動物病院でマイクロチップ

装着を実施していないから

その他

無回答

( n = 28 )
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⑥飼い主が装着を希望する理由 

問５．飼い主が装着を希望する理由は何ですか。（○はいくつでも） 

  （n=43）

1. 迷子対策  83.7％

2. 盗難対策  27.9 

3. 災害対策  34.9 

4. 血統の証明  4.7 

5. その他  16.3 

 無回答  9.3 

 

図表６－２－６ 飼い主が装着を希望する理由 

 

 飼い主が装着を希望する理由としては、「迷子対策」が 83.7％で最も高くなっている。以下、

「災害対策」が 34.9％、「盗難対策」が 27.9％となっている。 

 

 

83.7 

34.9 

27.9 

4.7 

16.3 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

迷子対策

災害対策

盗難対策

血統の証明

その他

無回答
( n = 43 )
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⑦飼い主が装着を希望しない理由 

問６．飼い主が装着を希望しない（または迷っている）理由は何ですか。（○はいくつでも） 

  （n=43）

1. メリットがない  37.2％

2. 動物がかわいそう 34.9 

3. 面倒 30.2 

4. 費用が高い 53.5 

5. 安全性・健康面に疑問がある 4.7 

6. その他  32.6 

 無回答  2.3 

 

図表６－２－７ 飼い主が装着を希望しない理由 

 

 飼い主が装着を希望しない理由としては、「費用が高い」が 53.5％で最も高くなっている。以

下、「メリットがない」が 37.2％、「動物がかわいそう」が 34.9％となっている。また、「その

他」の内容は「必要性を感じていない」及び「マイクロチップを知らない」が挙げられている。 

 

 

53.5 

37.2 

34.9 

30.2 

4.7 

32.6 

2.3 

0% 20% 40% 60%

費用が高い

メリットがない

動物がかわいそう

面倒

安全性・健康面に疑問がある

その他

無回答 ( n = 43 )
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⑧装着の利点 

問７．装着の利点は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

  （n=43）

1. 一度、装着すれば生涯利用できる 83.7％

2. 自然に脱落しない  51.2 

3. 動物への負担が比較的少ない 44.2 

4. 費用が安い  4.7 

5. その他  4.7 

 無回答  4.7 

 

図表６－２－８ 装着の利点 

 

 装着の利点は、「一度、装着すれば生涯利用できる」が 83.7％で最も高くなっている。以下、

「自然に脱落しない」が 51.2％、「動物への負担が比較的少ない」が 44.2％となっている。 

 

 

 

83.7 

51.2 

44.2 

4.7 

4.7 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一度、装着すれば生涯利用できる

自然に脱落しない

動物への負担が比較的少ない

費用が安い

その他

無回答
( n = 43 )



167 

⑨装着の問題点 

問８．装着の問題点は何だと思いますか。（○はいくつでも） 

  （n=43）

1. 読取りにマイクロチップリーダーが必要 32.6％

2. 飼い主情報の管理が一元化されていない 51.2 

3. 装着されているか外見からは分からない 27.9 

4. 体内に異物を埋め込むことについて飼い主の理解が得づらい 27.9 

5. 費用が高い 25.6 

6. その他  16.3 

 無回答  2.3 

 

図表６－２－９ 装着の問題点 

 

 装着の問題点は、「飼い主情報の管理が一元化されていない」が 51.2％で最も高くなってい

る。以下、「読取りにマイクロチップリーダーが必要」が 32.6％、「装着されているか外見からは

分からない」及び「体内に異物を埋め込むことについて飼い主の理解が得づらい」が共に 27.9％

となっている。 

 

51.2 

32.6 

27.9 

27.9 

25.6 

16.3 

2.3 

0% 20% 40% 60%

飼い主情報の管理が一元化されていない

読取りにマイクロチップリーダーが必要

装着されているか外見からは分からない

体内に異物を埋め込むことについて

飼い主の理解が得づらい

費用が高い

その他

無回答 ( n = 43 )
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⑩リーダーの配備をしているか 

問９．貴病院では、マイクロチップリーダーを配備していますか。（○は１つ） 

  （n=43）

1. はい  88.4％

2. いいえ  11.6 

 無回答  - 

 

図表６－２－10 リーダーの配備をしているか 

 

 

 リーダーの配備をしているか、「はい」が 88.4％となっている。 

 

 

 

はい

88.4%

いいえ
11.6%

無回答
0.0%

n = 43
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⑪動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力 

【問９で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問９－１．第三者が動物を保護した時に、貴病院のマイクロチップリーダーによりデータを 

     読み取ることについて、ご協力いただけますか。（○は１つ） 

  （n=38）

1. はい  100.0％

2. いいえ  - 

 無回答  - 

 

図表６－２－11 動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力 

 

 

 動物を保護した時、リーダーによるデータ読み取りの協力は、「はい」が 100.0％となってい

る。 

 

 

 

はい

100.0%

いいえ
0.0%

無回答
0.0%

n = 38
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⑫リーダー設置病院としての公表 

【問９－１で、「１．はい」と答えた方におたずねします。】 

問９－１－１．貴動物病院をマイクロチップリーダーを設置している病院として公表し、所有者 

       不明の動物に対する読み取りにご協力いただけますか。（○は１つ） 

  （n=38）

1. はい  86.8％

2. いいえ  7.9 

 無回答  5.3 

 

図表６－２－12 リーダー設置病院としての公表 

 

 

 リーダー設置病院としての公表は、「はい」が 86.8％となっている。 

 

 

 

 

はい
86.8%

いいえ
7.9%

無回答

5.3%

n = 38
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⑬マイクロチップ装着推進事業における必要な支援 

問 10．行政がマイクロチップ装着推進事業をした場合、必要な支援は何ですか。 

     （○はいくつでも） 

  （n=43）

1. 装着の協力を行っている病院を行政でＰＲ 41.9％

2. マイクロチップの利点に関する普及啓発 86.0 

3. 施術等に対する補助  51.2 

4. その他  18.6 

 無回答  2.3 

 

図表６－２－13 マイクロチップ装着推進事業における必要な支援 

 

 マイクロチップ装着推進事業における必要な支援は、「マイクロチップの利点に関する普及啓

発」が 86.0％で最も高くなっている。以下、「施術等に対する補助」が 51.2％、「装着の協力を

行っている病院を行政でＰＲ」が 41.9％となっている。 

 

 

86.0 

51.2 

41.9 

18.6 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マイクロチップの利点に

関する普及啓発

施術等に対する補助

装着の協力を行っている

病院を行政でＰＲ

その他

無回答

( n = 43 )
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⑭マイクロチップについて意見 

問 11．マイクロチップの仕様や、登録のシステム、普及率を高めていくための方法等について 

     ご意見があればお聞かせ下さい。 

 

◇◇◇ご意見（抜粋）◇◇◇ 

 

◆挿入義務化。管理システムの一元化。 

◆香川県及び獣医師会が積極的に進めて行かないと話が前に進みません。 

◆犬鑑札の登録時にあらかじめ通知する。 

◆犬の登録をしている飼い主には補助金の助成をするといいと思います。 

◆マイクロチップ、各々の専用リーダーが必要なチップなど、リーダーはどれを準備すればいい

のか迷っています。統一規格を設定してもらえたら使いやすいです。あと、最近ペットショッ

プでの購入時、既にマイクロチップを装着されている動物がいますが、登録などに関してオー

ナーは説明を受けていない方が多いです。 

◆ＧＰＳ機能が付いたマイクロチップの開発。 

◆現在の犬の登録をどのようにするのか、登録を推進する時に飼育者に対する説明が面倒であ

り、飼育者にとっては２者選択になるのではないか。 

◆登録システムが獣医師及び飼い主に対して不親切である。登録後もハガキが送られてくるだけ

で、飼い主もその利用価値に実感を持てない。狂犬病予防注射ですら実施率が低下しているの

に、法令化なしで普及することはないと思う。情報の一元化も必須である。 

◆ペットショップで購入した犬にマイクロチップが装着されているが、登録されていないことが

多い。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 マイクロチップによる所有明示実施の実証実験結果 
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第２章 マイクロチップによる所有明示実施の実証実験結果 

 第１節 マイクロチップの購入・納品 

    動物用個体識別マイクロチップシステムアイディールイージーインプランター

（ＥＯＧ滅菌済）15 桁を 500 個購入し、徳島県に納品した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２節 マイクロチップの装着に関するアンケート調査結果 

１．回答者の属性 

①マイクロチップを装着した動物 

問１．今回、マイクロチップ（以下、「ＭＣ」）を装着した動物を教えてください。 

   （どちらかに○） 

 

図表１ マイクロチップを装着した動物 

 

 

 

犬
69.6%

猫
30.4%

無回答
0.0%

n = 23
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２．マイクロチップについて 

①装着前にマイクロチップを知っていたか 

問２．ＭＣについて、今回、装着する前から知っていましたか。（○は１つ） 

  （n=23）

1. 知っていた  73.9％

2. 知らなかった  26.1 

 無回答  - 

 

図表２ 装着前にマイクロチップを知っていたか 

 

 

 装着前にマイクロチップを知っていたか、「知っていた」が 73.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

知っていた
73.9%

知らなかった
26.1%

無回答
0.0%

n = 23
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②ＭＣを知った情報源 

【問２で、「１．知っていた」と答えた方におたずねします。】 

問２－１．ＭＣについて、どのようにして知りましたか。（○はいくつでも） 

  （n=17）

1. テレビ・ラジオ  11.8％

2. 新聞・雑誌  17.6 

3. インターネット  5.9 

4. ポスター・パンフレット  11.8 

5. 動物病院の獣医師等  52.9 

6. 友人・知人  23.5 

7. ペットショップ等販売店  11.8 

8. その他  17.6 

 無回答  - 

 

図表３ ＭＣを知った情報源 

 

 ＭＣを知った情報源は、「動物病院の獣医師等」が 52.9％で最も高くなっている。以下、「友

人・知人」が 23.5％となっている。 

52.9 

23.5 

17.6 

11.8 

11.8 

11.8 

5.9 

17.6 

0.0 

0% 20% 40% 60%

動物病院の獣医師等

友人・知人

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

ポスター・パンフレット

ペットショップ等販売店

インターネット

その他

無回答 ( n = 17 )
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③装着するにあたり、不安はあったか 

問３．ＭＣを装着するにあたり、不安はありましたか。（○は１つ） 

  （n=23）

1. あった  34.8％

2. なかった  65.2 

 無回答  - 

 

図表４ 装着するにあたり、不安はあったか 

 

 

 装着するにあたり、不安はあったか、「あった」が 34.8％、「なかった」が 65.2％となってい

る。 

 

 

 

あった
34.8%

なかった
65.2%

無回答
0.0%

n = 23
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④装着することへの不安 

【問３で、「１．あった」と答えた方におたずねします。】 

問３－１．どのような不安でしたか。（○はいくつでも） 

  （n=8）

1. 注射針が太いので痛そう 50.0％

2. 体に機械を入れることで害がありそう 75.0 

3. 登録がきちんとできているか 37.5 

4. 情報管理がきちんとされているか 25.0 

5. その他  12.5 

 無回答  - 

 

図表５ 装着することへの不安 

 

  

 

75.0 

50.0 

37.5 

25.0 

12.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

体に機械を入れることで害がありそう

注射針が太いので痛そう

登録がきちんとできているか

情報管理がきちんとされているか

その他

無回答
( n = 8 )
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⑤今回、装着するきっかけ 

問４．今回、ＭＣを装着するきっかけは何でしたか。（○はいくつでも） 

  （n=23）

1. 迷子や事故にあった時に、発見に役立つから 56.5％

2. 盗難にあった時に、証明になるから 4.3 

3. 災害があった時に、発見に役立つから 52.2 

4. 海外旅行に連れていくため - 

5. 獣医師等から勧められて 34.8 

6. ペットショップの店員等から勧められて 4.3 

7. 友人・知人から勧められて - 

8. 飼い主としての責任を果たすため 26.1 

9. その他  4.3 

 無回答  - 

 

図表６ 今回、装着するきっかけ 

 

 今回、装着するきっかけは、「迷子や事故にあった時に、発見に役立つから」が 56.5％で最も

高く、次いで「災害があった時に、発見に役立つから」が 52.2％となっている。 

56.5 

52.2 

34.8 

26.1 

4.3 

4.3 

0.0 

0.0 

4.3 

0.0 

0% 20% 40% 60%

迷子や事故にあった時に、

発見に役立つから

災害があった時に、

発見に役立つから

獣医師等から勧められて

飼い主としての責任を果たすため

盗難にあった時に、

証明になるから

ペットショップの店員等

から勧められて

海外旅行に連れていくため

友人・知人から勧められて

その他

無回答 ( n = 23 )
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⑥県内でＭＣリーダーがどこにあるか 

問５．県内で、ＭＣリーダーがある（ＭＣを読み取る事ができる）場所はどこにあるか知って 

   いますか。（○は１つ） 

  （n=23）

1. 知っている  60.9％

2. 知らない  39.1 

 無回答  - 

 

図表７ 県内でＭＣリーダーがどこにあるか 

 

 

 県内でＭＣリーダーがどこにあるか、「知っている」が 60.9％、「知らない」が 39.1％となって

いる。 

 

 

 

知っている
60.9%

知らない
39.1%

無回答
0.0%

n = 23
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⑦ＭＣリーダーの設置場所 

【問５で、「１．知っている」と答えた方におたずねします。】 

問５－１．ＭＣリーダーの設置場所で知っているのはどこですか。（○はいくつでも） 

  （n=14）

1. 動物病院  78.6％

2. ペットショップ  7.1 

3. 保健所  21.4 

4. 動物愛護管理センター  78.6 

5. その他  - 

 無回答  - 

 

図表８ ＭＣリーダーの設置場所 

 

 ＭＣリーダーの設置場所は、「動物病院」及び「動物愛護管理センター」が共に 78.6％で最も

高くなっている。 

 

 

78.6 

78.6 

21.4 

7.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

動物病院

動物愛護管理センター

保健所

ペットショップ

その他

無回答
( n = 14 )
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⑧マイクロチップ装着推進事業における必要な支援 

問６．行政がマイクロチップ装着推進事業をした場合、必要な支援は何ですか。 

   （○はいくつでも） 

  （n=23）

1. 装着の協力を行っている病院を行政でＰＲ 47.8％

2. 装着済の動物を販売しているペットショップ等を行政でＰＲ 17.4 

3. マイクロチップの利点に関する普及啓発 52.2 

4. 埋込み施術等に対する補助金 39.1 

5. マイクロチップ装着による優遇措置 39.1 

6. その他  4.3 

 無回答  4.3 

 

図表９ マイクロチップ装着推進事業における必要な支援 

 

 マイクロチップ装着推進事業における必要な支援は、「マイクロチップの利点に関する普及啓

発」が 52.2％で最も高く、次いで「装着の協力を行っている病院を行政でＰＲ」が 47.8％、「埋

込み施術等に対する補助金」及び「マイクロチップ装着による優遇措置」が共に 39.1％となって

いる。 

52.2 

47.8 

39.1 

39.1 

17.4 

4.3 

4.3 

0% 20% 40% 60%

マイクロチップの利点に

関する普及啓発

装着の協力を行っている

病院を行政でＰＲ

埋込み施術等に対する補助金

マイクロチップ装着による

優遇措置

装着済の動物を販売している

ペットショップ等を行政でＰＲ

その他

無回答 ( n = 23 )
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⑨マイクロチップについて意見 

問７．マイクロチップについてご意見があればお聞かせ下さい。 

 

◇◇◇ご意見（抜粋）◇◇◇ 

 

◆前に飼っていた犬は、マイクロチップが腕の方に動いてしまっていた。獣医師はリーダーを腕

や腰など、あらゆる場所に当ててくれるのでしょうか。マイクロチップ装着して登録もして二

重ではないですか。統一したりはできないですか。 

◆もう少し小さく、短くなってほしい。 

◆協力をしたいと思います。１頭でも迷い犬や猫が少なくなりますように。 

◆誰でも気軽に利用できるように。 

◆もっとＰＲしたほうがいいのでは。 

◆迷子になった時、飼い主は本当に心配です。よく新聞などで見聞きしますが、帰って来ると本

当に嬉しいものです。 
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 第３節 普及啓発冊子の作成 

 徳島県と調整し、次のマイクロチップ装着等啓発冊子を 5,000 部作成し、納品した。 
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